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主な内容

● ３月 14日（土）品川駅まで
　 乗り入れ開始　　　　　　　　　　　　　 P ６
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
● 子育て世代・新婚世帯に
　 家賃補助の申請はお早めに！　　　　　　 P ７
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
● 多賀城市と災害時相互応援協定を結ぶ　　P12
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
● 固定資産の評価を見直します　　　　　　   P17

市の人口と世帯　78,125人（前月比▲96人）　男38,673人　女39,452人　世帯数 30,201世帯   【２月１日現在】

常陸國總社宮での一斉乾杯  ※詳しくは P24 に掲載

特集　
子育て支援センターの取り組み



子育ての出発点

地域子育て支援センター
の取り組み

遊ぶ・学ぶ場所

　子育て支援センターは、未就学児を対象とした子育てをしている
人のための施設です。育児相談や栄養指導、講座や講習会などの様々
なプログラムがあります。

　お父さんお母さんも家でお子さんと向き合ってばかりでは不安も
出てきてしまいます。支援センターに行くと、自分と同じように子
育てをしている皆さんとの会話があります。そして、保育の経験が
豊富な先生たちが優しく迎えてくれます。
話していくうちに心が軽くなるかもしれません。

　さあ、出かけてみましょう。
支援センターは親子で一緒に遊ぶ・学ぶ場所です。

親
子
で
一
緒
に 広報いしおか３月１日号  №２２６　　２



―
―
―
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
ど
ん
な

行
事
が
あ
り
ま
す
か
？

　

市
内
に
は
６
か
所
の
支
援
セ
ン

タ
ー
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

セ
ン
タ
ー
で
考
え
た
独
自
の
行
事
を

行
っ
て
い
ま
す
。
園
庭
の
自
由
開
放

も
良
い
で
す
が
、
粘
土
遊
び
や
工
作

な
ど
の
行
事
が
あ
る
と
、
参
加
し
や

す
い
の
か
な
と
思
い
ま
し
て
…
。
実

際
、
行
事
に
よ
っ
て
は
、
募
集
を
か

け
て
行
う
も
の
も
あ
り
、
参
加
率
も

上
が
っ
て
い
ま
す
。

―
―
―
セ
ン
タ
ー
で
は
ど
の
よ
う
な

指
導
を
し
て
い
ま
す
か
？

　

食
事
の
最
初
と
最
後
の
あ
い
さ
つ

が
大
事
な
こ
と
を
伝
え
て
い
ま
す
。

定
期
的
に
保
育
所
と
連
携
し
て
給
食

会
を
行
い
ま
す
。
栄
養
士
の
指
導
も

子育ての出発点

地域子育て支援センター
の取り組み

市地域子育て支援センター
根本保育士

あ
り
、
お
母
さ
ん
た
ち
か
ら
の
質
問

も
受
け
て
い
ま
す
。
こ
の
給
食
指
導

は
、
以
前
、
あ
る
お
母
さ
ん
か
ら
子

ど
も
が
ご
飯
を
残
し
て
し
ま
う
と
い

う
相
談
を
さ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け

だ
っ
た
ん
で
す
。
話
を
聞
く
と
、
大

人
と
同
じ
ぐ
ら
い
の
量
を
食
べ
さ
せ

て
い
た
と
い
う
の
で
す
か
ら
驚
き
ま

し
た
。
ま
た
、
初
め
て
来
て
環
境
に

な
じ
め
な
い
お
母
さ
ん
た
ち
の
フ
ォ

ロ
ー
も
し
ま
す
。
来
や
す
い
環
境
を

作
る
の
も
私
た
ち
保
育
士
の
仕
事
で

す
。
ま
た
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル
活
動

な
ど
へ
の
協
力
も
行
っ
て
い
ま
す
。

―
―
―
な
か
な
か
外
に
出
ら
れ
ず
、

子
育
て
の
悩
み
を
抱
え
て
い
る
お
母

さ
ん
な
ど
へ
の
支
援
に
つ
い
て
ど
う

お
考
え
で
す
か
？

　

そ
う
で
す
ね
。
難
し
い
質
問
で
す

が
、
一
歩
が
出
な
い
気
持
ち
は
良
く

分
か
り
ま
す
。
私
た
ち
も
興
味
を
引

く
行
事
を
あ
れ
こ
れ
考
え
て
、
来
て

も
ら
え
る
よ
う
な
環
境
を
作
る
努
力

を
し
て
い
ま
す
。
初
め
の
一
歩
な
ん

で
す
よ
ね
。
実
際
に
思
い
切
っ
て
参

加
し
て
、
定
期
的
に
来
て
く
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
人
も
多
い
ん
で
す
よ
。

―
―
―
お
母
さ
ん
以
外
も
利
用
し
て

い
る
ん
で
す
か
？

　

最
近
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
お
孫

子育て支援センター利用者数の推移
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※こども福祉課資料より

さ
ん
を
連
れ
て
来
る
姿
も
見
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に

も
ぜ
ひ
来
て
ほ
し
い
で
す
。
パ
パ
や

お
じ
い
ち
ゃ
ん
も
遊
び
に
来
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
今
は
色
々
な
育
児
の

姿
が
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。

―
―
―
指
導
を
し
て
き
て
心
に
残
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
は
あ
り
ま
す
か
？

　

帰
る
時
に
「
楽
し
か
っ
た
で
す
」

と
お
母
さ
ん
た
ち
に
言
わ
れ
る
と
、

救
わ
れ
ま
す
ね
。
日
ご
ろ
の
疲
れ
が

吹
き
飛
び
ま
す
。「
お
は
よ
う
」
と

迎
え
て
「
ま
た
ね
」
と
送
り
出
す
、

そ
ん
な
当
た
り
前
の
こ
と
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。

―
―
―
こ
れ
か
ら
の
支
援
セ
ン
タ
ー

の
在
り
方
に
つ
い
て
ど
う
考
え
ま
す

か
？

　

人
と
人
が
出
会
う
場
所
と
し
て
多

く
の
人
た
ち
に
利
用
し
て
も
ら
い
た

い
で
す
。
色
々
な
支
援
セ
ン
タ
ー
を

利
用
し
て
み
て
、
自
分
に
合
っ
た
場

所
を
探
し
て
み
る
の
も
い
い
で
す

ね
。
こ
こ
で
は
、
子
育
て
の
不
安
を

和
ら
げ
、
相
談
に
よ
っ
て
は
、
他
の

機
関
へ
の
橋
渡
し
役
に
も
な
り
ま

す
。
笑
顔
の
子
育
て
を
応
援
で
き
る

施
設
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

Ｉｎｔｅｒｖｉｅｗ 子育ての出発点点

特 集

３　　広報いしおか３月１日号  №２２６



▲昨年の１月から利用していま
す。ここでは外遊びの時間もあ
り、のびのびと遊んでいます。親
子共々楽しんでいます。
（鶴巻さん親子）

◀最初の自己紹介で、子どもがみ
んなの前で話せるようになって良
かったです。粘土や、絵描きやパ
ズルがとても楽しいようです。お
母さん同士の交流もあっていいで
すね。（金さん親子）

ママたちからの声
支援センターを利用してい
るママたちのお話を聞いて
きました！

　同じ年代の子たちと遊べて子▶
どもも楽しんでいます。初対面で
も先生やお母さんたちが話しかけ
てくれてすんなりと溶け込めまし
た。（関さん親子）

▲子どもたちもずっとママといた
ので、人の輪に入っていけるか心
配でしたが、ようやく遊べるよう
になってきました。
（田崎さん親子）

▲支援センターに来るようになっ
て、私も子どもも生活のリズムが
取れるようになりました。家に子
どもと２人きりでいるよりも気持
ちが楽になりました。
（鈴木さん親子）

　市内の支援センターのイベン▶
トを調べて色々顔を出していま
す。子どもがのびのびと思いっき
り体を動したり、歌ったりできる
ところがいいですね。
（須賀田さん親子）

▲去年石岡市に引っ越してきたば
かりで、知り合いがいませんでし
たが、ここで友達ができました。
簡単に作れるおもちゃの作り方を
先生に教わって役立っています。
（友部さん親子）

◀数か所の支援センターを利用し
ています。先生から教わったウイ
ルス感染症にかかった時の対応方
法がためになりました。離乳食の
ことを先輩ママに教わることがで
きてとても勉強になります。
（神立さん親子）

　たまたま支援センターの前を▶
通った時、イベントにひかれて
入ったのが最初でした。結婚で石
岡市に来て、子どもができるまで
は友達があまりできませんでし
た。今では、友達もできて毎日楽
しいです。（藤本さん親子）

広報いしおか３月１日号  №２２６　　４



新しい子育てガイドブック作成中！

　子育て中の現役ママたちが、こども福祉課と協
働で作成中の「子育てガイドブック」。4月に完
成予定で、子育て中に直面する様々な問題や、緊
急事態への問題解決のヒントが詰め込まれていま
す。

◀ガイドブック作成は、15 人の編
集委員により、昨年の６月からス
タート。見出しを付けて見やすくし、
写真を多く使って目に入るような工
夫をしています。
　会議では、色々な意見が飛び交い
ます。子育て中のママたちの思いが
込められたガイドブックの仕上がり
が楽しみです。

●子育て支援センター

石
岡
市
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
や
さ
と
中
央
保
育
所
）

所
在
地

　柿
岡
２
１
５
５

☎
４
４
・
８
０
１
１

開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
正
午
、
午

後
１
時
〜
３
時
30
分

休
館
日　

土
・
日
・
祝
日
、
年
末
年
始

ＨＰ

http://w
w
w
.city.ishioka.

lg.jp/泉
ヶ
丘
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
泉
ヶ
丘
保
育
園
）

所
在
地　

石
岡
２
‐
19
‐
７

☎
２
３
・
６
４
５
８

開
館
時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後

３
時
30
分

休
館
日　

土
・
日
・
祝
日
、
年
末
年
始

ＨＰ

http://w
w
w
.ans.co.jp/n/

izum
igaoka/

Kid's Futaba

（
国
分
台
ふ
た
ば

保
育
園
）

所
在
地　

北
府
中
２
‐
７
‐
43

☎
２
２
・
４
０
６
０

開
館
時
間　

午
前
10
時
30
分
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
３
時
30
分

休
館
日　

土
・
日
・
祝
日
、
年
末
年
始

ＨＰ

http://futabahoikuen.w
eb.

fc2.com
/

ば
ら
き
の
丘
（
ひ
か
り
保
育
園
）

所
在
地　

茨
城
３
‐
１
４
３
６
７

☎
５
６
・
４
２
１
１

開
館
時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時

30
分
、
午
後
１
時
〜
３
時

休
館
日　

土
・
日
・
祝
日
、
年
末
年
始

わ
か
く
さ
の
森

　
　
　
　
　
（
わ
か
く
さ
保
育
園
）

所
在
地　

東
光
台
５
‐
12
‐
８

☎
２
６
・
１
２
７
０

開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
正
午
、
午

後
１
時
〜
４
時

休
館
日　

土
・
日
・
祝
日
、
年
末
年
始

に
こ
に
こ
（
そ
と
の
保
育
園
）

所
在
地　

東
大
橋
１
６
３
９
‐
２

☎
２
６
・
３
５
０
８

開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
０
時

30
分
、
午
後
２
時
30
分
〜
５
時

休
館
日　

土
・
日
・
祝
日
、
年
末
年
始

ＨＰ

http://hom
epage2.nifty.

com
/sotono/nsub10.htm

l

各支援センターの予定表は、市のホーム
ページから確認できます。
QRコードはこちらから▶

特集　地域子育て支援センターの取り組み
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ISHIOKA

特急
特急列車の名称が
 「ひたち」・「ときわ」号へ

石
岡
駅
に
停
車
す
る
の
は
「
と
き
わ
」
号

　「
と
き
わ
」
号
は
石
岡
駅
に
停
車
し
ま
す

が
「
ひ
た
ち
」
号
は
停
車
し
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

東
京
駅
・
品
川
駅
に
直
通
運
転

　石
岡
駅
に
停
車
す
る
一
部
の
特
急
列
車
が
、

東
京
駅
・
品
川
駅
ま
で
直
通
運
転
し
ま
す
。

新
し
い
着
席
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

　従
来
の
指
定
席
・
自
由
席
の
区
分
を
な
く

し
て
普
通
車
の
す
べ
て
の
座
席
が
指
定
可
能

に
な
り
ま
す
。

普
通
列
車
を
利
用
す
る
と
き
は
…

　

34
本
が
品
川
駅
発
着
で
す
が
、
始
発
駅
は

土
浦
駅
で
す
。
普
通
列
車
を
利
用
す
る
場
合

は
土
浦
駅
で
乗
り
換
え
て
く
だ
さ
い
。

新しい石岡駅は、
平成 27年度末に完成予定

　現在、東西自由通路と橋上化の工事が進行中で
す。完成するとエスカレーターやエレベーターが
設置され、子どもから高齢者まで利用しやすく
なります。工事期間中はご迷惑をおかけしますが、
ご理解、ご協力をよろしくお願いします。
■問い合わせ　駅周辺整備推進室
☎ 23‒1111（内線 265）

３月14日（土）
品川駅まで乗り入れ開始

完成予定のイメージです

観光ポスターが完成！

　県内外に石岡市の自然環境の豊かさ、
歴史ある街並みを紹介する 3枚セット
のポスターを作製しました。「茨城の芯
発見」というキャッチコピーで市の魅力
を紹介しています。
■問い合わせ　商工観光課　
☎ 43‒1111（内線 1133）

ポスターは石岡市観光
協会のホームページで
公開しています。

ISHIOKA

普通

詳しくはＪＲ水戸支社のホームページをご確認ください。
http://www.jrmito.com/top.html

石岡土浦上野東京品川

広報いしおか３月１日号  №２２６　　６

常磐線から東京駅・品川駅へダイレクトアクセス !



国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
の
色
が

　
　
　
　
　
　
　

４
月
か
ら
紺
色
に
変
わ
り
ま
す

健　康
福 祉

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
、市
内
の「
民

間
賃
貸
住
宅
」
に
住
ん
で
い
る
子
育

て
世
帯
や
新
婚
世
帯
に
、
家
賃
の
一

部
を
助
成
す
る
制
度
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
申
請
締
め
切
り
は
、
３
月
31

日
（
火
）
ま
で
で
す
。

交
付
内
容

・
家
賃
月
額
か
ら
勤
務
先
の
住
宅
手

当
を
引
い
た
額
と
し
ま
す
。た
だ
し
、

月
額
上
限
は
２
万
円
で
す
。

・
最
長
で
36
か
月
分
（
最
高
72
万
円
）

を
交
付
し
ま
す
。

補
助
要
件

1
市
内
に
定
住
し
続
け
る
意
思
が
あ

る
こ
と

2
「
子
育
て
世
帯
」
ま
た
は
「
新
婚

世
帯
」
で
あ
り
、
市
内
在
住
で
あ
る

こ
と

子
育
て
世
帯

　申
請
日
に
６
歳
に
達

す
る
以
降
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で

の
間
に
あ
る
児
童
を
含
む
世
帯
を
い

い
ま
す
。
父
・
母
が
転
入
前
に
５
年

以
上
市
外
に
居
住
し
、
平
成
26
年
４

月
１
日
以
降
に
転
入
し
た
世
帯
に
限

り
ま
す
。

新
婚
世
帯

　平
成
26
年
４
月
１
日
以

降
に
婚
姻
の
届
け
出
を
し
た
夫
婦

（
平
成
26
年
４
月
１
日
現
在
の
合
計

年
齢
が
70
歳
未
満
）
を
含
む
世
帯
を

い
い
ま
す
。

3
市
内
の
「
民
間
賃
貸
住
宅
」
で
あ

る
こ
と

※
市
営
住
宅
な
ど
の
公
的
賃
貸
住
宅

や
給
与
住
宅
は
補
助
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

4
家
賃
（
共
益
費
や
管
理
費
、
駐
車

場
代
を
除
く
）
が
月
額
４
万
６
千
円

以
上
で
あ
る
こ
と

5
生
活
保
護
の
住
宅
扶
助
な
ど
の
公

的
家
賃
補
助
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

※
補
助
要
件
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

こ
ど
も
福
祉
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
６
３
）

子
育
て
世
代
・
新
婚
世
帯

　

家
賃
補
助
の
申
請
は
お
早
め
に
！

くらし
住まい

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
は
毎
年

更
新
さ
れ
ま
す
。
４
月
か
ら
は
、
現
在

の
薄
茶
色
か
ら
紺
色
に
変
わ
り
ま
す
。

■ 

３
月
下
旬
に
郵
送

　

保
険
証
は
、
３
月
下
旬
に
配
達
日

な
ど
が
記
録
さ
れ
る
特
定
記
録
郵
便

で
、各
世
帯
主
宛
て
に
郵
送
し
ま
す
。

※
４
月
１
日
ま
で
に
届
か
な
い
場
合

は
、
保
険
年
金
課
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
75
歳
以
上
が
対
象
の
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
証
は
、

７
月
末
に
送
付
し
ま
す
。

■ 

届
出
・
申
出
が
必
要
な
場
合

1
修
学
の
た
め
に
他
市
町
村
へ
転
出

す
る
場
合

2
保
険
証
の
記
載
事
項
に
変
更
が

あ
っ
た
場
合
（
14
日
以
内
に
届
け
出

が
必
要
）

■ 

そ
の
他

1
国
保
へ
の
加
入
や
脱
退
な
ど
の
手

続
き
中
の
時
は
、
医
療
機
関
の
窓
口

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

2
保
険
証
は
、
被
保
険
者
の
証
明
書

で
あ
り
、
医
療
を
受
け
る
受
診
券
で

す
。
病
院
な
ど
に
預
け
な
い
で
、
必

ず
手
元
に
保
管
し
て
大
切
に
扱
い
ま

し
ょ
う
。

3
保
険
証
の
裏
面
に
臓
器
提
供
の
意

思
表
示
欄
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

臓
器
移
植
へ
の
理
解
を
深
め
、
意
思

表
示
欄
の
記
入
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。（
目
隠
し
シ
ー
ル
付
き
）

簡
易
書
留
郵
便
に
よ
る

　
　送
付
を
希
望
す
る
人
へ

　

保
険
証
の
送
付
を
簡
易
書
留
郵
便

に
し
た
い
人
は
、
１
５
０
円
の
自
己

負
担
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
保
険
証

と
１
５
０
円
分
の
切
手
を
国
保
の
窓

口
へ
持
参
の
上
、
３
月
13
日
（
金
）

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

郵
便
で
申
し
込
む
場
合
は
、
任
意

の
用
紙
に
「
簡
易
書
留
郵
便
希
望
」

と
明
記
し
、
保
険
証
番
号
、
世
帯
主

氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、

１
５
０
円
分
の
切
手
を
同
封
の
上
、

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。（
３
月
14
日

（
土
）
必
着
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
３
１
５
─８
６
４
０

石
岡
市
石
岡
一
丁
目
１
番
地
１

保
険
年
金
課

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
　
　
　
（
内
線
１
４
３
）

▲この部分が薄茶色から紺色になります
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マ
ナ
ー
を
守
っ
て
明
る
い
街
に

くらし
環 境

野
焼
き
は

　
　禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
！

　

布
団
や
洗
濯
物
に
臭
い
が
付
い
て

し
ま
う
、
煙
が
入
っ
て
く
る
の
で
窓

が
開
け
ら
れ
な
い
、
煙
を
吸
っ
て
咳

が
止
ま
ら
な
い
な
ど
の
野
焼
き
の
苦

情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

法
で
定
め
ら
れ
た
焼
却
炉
以
外
で

ご
み
を
焼
却
し
た
り
、
庭
先
で
ご
み

を
燃
や
し
た
り
す
る
野
焼
き
は
、
法

律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
部
の

例
外
と
し
て
、
軽
微
な
も
の
や
、
農

業
を
営
む
上
で
や
む
を
得
な
い
も
の

な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
周
辺
住
民
か

ら
苦
情
が
あ
っ
た
場
合
は
、
指
導
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

　

自
分
で
ご
み
を
焼
却
せ
ず
に
、
正

し
く
分
別
し
集
積
所
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

不
法
投
棄

発
見
し
た
と
き
は
連
絡
を
！

　

不
法
投
棄
を
行
っ
た
場
合

は
「
５
年
以
下
の
懲
役
、
ま
た
は

１
０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
」で
す
。

　

不
法
投
棄
を
発
見
し
た
り
見
か
け

た
り
し
た
と
き
に
は
、
直
接
声
か
け

せ
ず
市
役
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

車
の
ナ
ン
バ
ー
や
車
種
・
色
・
人
物

の
性
別
や
特
徴
な
ど
が
分
か
る
と
、

行
為
者
特
定
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で

連
絡
時
に
併
せ
て
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

ゴ
ミ
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て

　
　
　
　
　
　
　集
積
所
へ

　

空
き
缶
・
金
属
、
ビ
ン
類
、
陶
器

類
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
コ
ン
テ
ナ
に

入
れ
て
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
袋
に
入
れ
て
出
す
と
袋
は
回
収

さ
れ
ず
、
残
さ
れ
た
袋
が
風
で
飛
ん

だ
り
、
袋
の
後
始
末
で
近
隣
や
ゴ
ミ

当
番
の
人
に
迷
惑
が
か
か
っ
た
り
し

ま
す
。

　

コ
ン
テ
ナ
は
集
積
所
を
利
用
す
る

皆
さ
ん
で
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。
コ

ン
テ
ナ
の
色
に
指
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ペ
ッ
ト
の
ふ
ん･

放
し
飼
い

は
飼
い
主
の
責
任
で
す
！

　
「
ペ
ッ
ト
の
ふ
ん
」や「
放
し
飼
い
」

に
つ
い
て
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

ふ
ん
は
悪
臭
や
ハ
エ
の
発
生
、
病

気
の
感
染
原
因
に
な
り
ま
す
。
散
歩

す
る
時
は
ゴ
ミ
袋
な
ど
を
持
参
し

て
、
必
ず
ふ
ん
を
持
ち
帰
り
、
適
切

に
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
放
し
飼
い
は
、
人
を
攻
撃
し

た
り
土
地
や
農
作
物
を
荒
ら
し
た
り

な
ど
他
人
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
散
歩
の
途
中
で
ペ
ッ
ト

を
放
す
の
も
危
険
で
す
。
放
し
飼
い

は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ　

・
市
役
所 

生
活
環
境
課

☎
２
３
・１
１
１
１
（
内
線
１
４
４
）

・
八
郷
総
合
支
所 

総
務
課 

☎
４
３
・１
１
１
１
（
内
線
１
３
３
７
）

ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
を
使
っ
て

　
　

　
　
　
　
　
　地
酒
で
乾
杯
し
よ
う

楽しむ
地 酒

▶ランチョンマットは市ホー
ムページからダウンロードで
きます。

http://www.city.ishioka.lg.jp/
page/page002810.html

　

石
岡
の
地
酒
で
乾
杯
推
進
協
議
会

で
は「
石
岡
の
地
酒
」を
広
め
る
た
め
、

ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
し

た
。

　

家
族
や
友
人
と
の
宴
会
時
に
ご
使

用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
石
岡
の
地
酒
を
取
り
扱
っ

て
い
る
飲
食
店
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
宴

席
や
お
店
の
卓
上
に
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

「
石
岡
の
地
酒
」
で
乾
杯
を
推
進
す
る

条
例
と
は
？

　
「
石
岡
の
地
酒
」
で
乾
杯
を
推
進
す

る
条
例
は
、
平
成
26
年
３
月
に
「
地

酒
の
普
及
と
市
内
産
業
の
発
展
」
を

目
指
し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
同
年

５
月
に
は
「
石
岡
の
地
酒
で
乾
杯
推

進
協
議
会
」
が
発
足
。
商
工
お
よ
び

農
業
関
係
団
体
の
皆
さ
ん
と
連
携
し

な
が
ら
、
地
酒
の
消
費
拡
大
や
地
産

地
消
の
推
進
、
石
岡
の
活
力
ア
ッ
プ

に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

経
済
部 

石
岡
事
務
所

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
４
８
２
）
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い
の
ち
を
守
る

　
　３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策

　

あ
な
た
と
家
族
を
守
る
た
め
、
普

段
か
ら
取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

３
つ
の
習
慣

1
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

2
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
側
を
離
れ
る

と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

3
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
し
な
い
。

４
つ
の
対
策

1
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

2
寝
具
や
衣
類
、
カ
ー
テ
ン
か
ら
の

火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使

用
す
る
。

3
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
置
く
。

4
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人
を

守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制

を
作
る
。

住
宅
用
火
災
警
報
器

ど
う
し
て
「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」

が
必
要
か
？

　

建
物
（
住
宅
）
火
災
で
の
死
者
の

多
く
が
「
逃
げ
遅
れ
」
に
よ
る
も
の

で
す
。
火
災
に
早
く
気
付
く
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
逃
げ
遅
れ
を
減
ら
す
こ

と
が
で
き
る
た
め
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
（
煙
感
知
器
）
の
設
置
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

ど
こ
に
取
り
付
け
る
の
？

　

寝
室
や
寝
室
が
あ
る
階
の
階
段
に

設
置
が
必
要
で
す
。

※
寝
室
と
は
、
住
人
が
普
段
就
寝
し

て
い
る
部
屋
で
、
来
客
が
就
寝
す
る

よ
う
な
部
屋
は
除
か
れ
ま
す
。

ど
こ
で
購
入
で
き
る
の
？

　

防
災
設
備
な
ど
の
取
扱
店
、
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
、
電
気
店
な
ど
で
販
売

し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

石
岡
消
防
署　

☎
２
３
・
０
１
１
９

八
郷
消
防
署　

☎
４
３
・
６
４
９
１

　

春
先
は
空
気
が
非
常
に
乾
燥
し
、
風
の
強
い
日
が
多
い
こ
と
か
ら
、
１
年

中
で
も
っ
と
も
火
災
が
起
こ
り
や
す
い
季
節
で
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
火
の
取
り
扱
い
に
十
分
注
意
し
て
、
火
災
を
起
こ
さ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
住
宅
防
火
対
策
と
し
て
「
い
の
ち
を
守
る 

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」を
薦
め
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
家
庭
で
は
ど
う
で
す
か
。

日本消防検定協会の鑑定マー
ク「ＮＳマーク」が付いてい
るものをお薦めします。

高額で売りつけるなどの悪質
な訪問販売には、十分注意し
てください。

も
う
い
い
か
い

　火
を
消
す
ま
で
は

　ま
あ
だ
だ
よ

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

くらし
消 防

今
、
野
菜
く
ず
で
話
題
の

　
　
　
　「ベ
ジ
ブ
ロ
ス
」
講
座

　ベ
ジ
ブ
ロ
ス
と
は
、
野
菜
の
「
ベ

ジ
タ
ブ
ル
」と
だ
し
を
意
味
す
る「
ブ

ロ
ス
」
を
合
わ
せ
た
言
葉
で
、
野
菜

の
ヘ
タ
や
皮
、
切
れ
端
か
ら
作
る
野

菜
だ
し
の
こ
と
で
す
。
可
食
部
で
は

摂
取
で
き
な
い
栄
養
や
、
フ
ァ
イ
ト

ケ
ミ
カ
ル
な
ど
の
抗
酸
化
成
分
を
手

軽
に
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

安
心
・
安
全
な
地
元
の
野
菜
を
無

駄
な
く
活
用
す
る
方
法
を
習
得
し
、

石
岡
市
の
食
の
魅
力
を
県
内
外
に
発

信
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

３
月
29
日
（
日
）

　
　
　

午
前
11
時
〜
午
後
１
時

場
所　

朝
日
里
山
学
校

　
　
　
　
　
　
（
柴
内
６
３
０
）

内
容　

普
段
捨
て
て
い
る
皮
や
根
、

タ
ネ
で
作
る
栄
養
満
点
の
万
能
野
菜

だ
し
の
効
用
と
取
り
方
、
保
存
の
仕

方
、
試
食
な
ど
。
ベ
ジ
ブ
ロ
ス
の
提

唱
者
タ
カ
コ
ナ
カ
ム
ラ
氏
に
よ
る
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

定
員　

20
人

申
込
方
法　

電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。（
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
観
光
協
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
内
）

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
１
３
５
）

楽しむ
講 座

タカコナカムラ氏　プロフィール
数多くのオーガニックカフェなどプロ
デュースを経て、現在、食と暮らしと
環境をまるごと学ぶ「タカコナカムラ
Whole Food スクール」主宰。一般社
団法人「Whole Food 協会」代表理事。
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金
澤
さ
ん
グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア

ゴ
ル
フ
で
初
優
勝

　

第
21
回
日
本
グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
ゴ

ル
フ
選
手
権
で
、
県
勢
初
の
優
勝
を

果
た
し
た
北
府
中
の
金
澤
正
幸
さ
ん

が
、
12
月
15
日
、
市
役
所
を
訪
れ
、

優
勝
報
告
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
大
会
は
、
11
月
13
・
14
日
に

京
都
府
で
行
わ
れ
、
通
算
９
オ
ー

バ
ー
、
同
ス
コ
ア
で
並
ん
だ
選
手
と

の
プ
レ
ー
オ
フ
を
制
し
て
の
優
勝
で

し
た
。

　

金
澤
さ
ん
は
「
今
回
の
成
果
に
お

ご
る
こ
と
な
く
、
心
技
体
の
研け

ん
さ
ん鑽
に

努
め
、
優
勝
が
社
会
に
と
っ
て
意
義

の
あ
る
も
の
で
あ
る
よ
う
、
ゴ
ル
フ

を
通
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
」
と
話
さ
れ
、
喜
び
に

溢
れ
て
い
ま
し
た
。

石
岡
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ

が
ア
イ
デ
ア
を
発
表

　

石
岡
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
（
磯

山
邦
良
会
長
、
会
員
35
人
）
で
は
、

平
成
26
年
度
に
日
本
文
具
財
団
よ
り

研
究
指
定
を
受
け
、
研
究
実
践
を
続

け
て
き
ま
し
た
。

　

研
究
テ
ー
マ
は
「
人
々
に
役
立
つ

施
設
や
道
具
を
考
え
よ
う
」。
お
年

寄
り
、
病
気
が
ち
の
人
、
手
足
の
不

自
由
な
人
、
病
院
、
福
祉
施
設
な
ど

で
働
く
人
に
役
立
つ
施
設
や
道
具
を

考
え
よ
う
と
、
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、食
事
や
お
風
呂
、

ト
イ
レ
を
利
用
す
る
と
き
な
ど
の
不

便
さ
を
改
良
し
よ
う
と
、
多
数
の
ア

イ
デ
ア
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

　

ア
イ
デ
ア
発
表
会
は
、
ク
ラ
ブ
会

員
、
保
護
者
、
指
導
者
、
後
援
会
役

員
、市
民
の
皆
さ
ん
な
ど
が
参
加
し
、

府
中
中
学
校
を
会
場
に
開
か
れ
ま
し

た
。

　

発
表
し
た
ア
イ
デ
ア
は
「
わ
た
し

た
ち
の
ア
イ
デ
ア
」
第
４
集
と
し
て

発
行
し
、関
係
機
関
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

外
国
人
と
日
本
語
で

　
　
　
　
　

話
し
合
お
う

　

12
月
７
日
、
国
府
地
区
公
民
館
で

市
内
の
国
際
交
流
団
体
、
フ
レ
ン
ド

シ
ッ
プ
い
し
お
か（
山
形
正
子
会
長
）

に
よ
る
『
日
本
語
で
話
し
合
っ
て
み

ま
せ
ん
か
』
と
題
す
る
交
流
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　

市
内
在
住
の
外
国
人
が
日
常
生

活
の
中
で
困
っ
て
い
る
こ
と
や
、
必

要
と
し
て
い
る
支
援
に
つ
い
て
、
日

本
人
と
一
緒
に
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

山
形
会
長
は
「
こ
う
し
た
話
し
合

い
を
通
し
て
、
外
国
人
と
日
本
人

の
間
で
、
お
互
い
に
協
力
で
き
る
こ

と
を
見
つ
け
る
こ
と
が
、
国
際
化
が

進
む
社
会
の
中
で
ま
す
ま
す
必
要

と
さ
れ
て
い
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し

た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
日
ご
ろ
、
悩
み

を
抱
え
て
い
て
も
、
な
か
な
か
気
軽

に
相
談
で
き
な
い
こ
と
が
多
い
。
外

国
人
と
日
本
人
が
話
し
合
う
機
会
が

も
っ
と
増
え
る
と
良
い
で
す
ね
」
と

の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

統
計
調
査
員
12
人
が

　
　
　

県
統
計
功
労
賞
受
賞

　

１
月
22
日
、
県
庁
で
、
平
成
26
年
度

茨
城
県
統
計
功
労
者
表
彰
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
長
年
統
計
調
査
に
尽
力
し

た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
市
で
は
、
12
人

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
は
次
の

通
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

【
茨
城
県
知
事
表
彰
】

中
村 

良
三
・
真
家 

巖
・
川
並 

光
・

藤
枝 

敬
・
福
田 

一
郎

【
茨
城
県
統
計
協
会
総
裁
表
彰
】

髙
野 

惣
一
・
山
田 

亨
・
山
口 

忠
男
・

矢
口 

輝
行
・
宮
部 

善
守
・
太
田 

晃

【
経
済
産
業
省
大
臣
官
房
調
査
統
計

審
議
官
感
謝
状
】

山
田 

晃

まちの
話題
できごと

▲県勢初の優勝を報告された金澤さん

▲暮らしの役に立つアイデアをたくさん発明しました

▲日ごろの悩みも話し合うことで交流が生まれます

▲統計功労者表彰式に出席した受賞者
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１
年
の
安
全
を
願
っ
て

　
　
　
　
　

出
初
式
を
開
催

　

１
月
10
日
、
石
岡
小
学
校
の
校
庭

と
市
民
会
館
を
会
場
に
、
消
防
出
初

式
を
行
い
ま
し
た
。
出
初
式
は
、
消

防
全
体
の
仕
事
初
め
式
で
す
。
消
防

署
員
や
各
地
区
消
防
団
員
が
集
ま

り
、
機
械
器
具
点
検
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。

　

市
長
は
「
こ
の
春
か
ら
石
岡
地
区

の
防
災
行
政
無
線
の
運
用
を
開
始
し

ま
す
。
市
と
し
て
も
災
害
へ
の
十
分

な
備
え
に
努
め
て
い
き
ま
す
」
と
話

し
ま
し
た
。

　

地
区
ご
と
に
結
成
さ
れ
て
い
る
消

防
団
は
市
内
に
18
分
団
あ
り
、
団
員

は
合
わ
せ
て
５
８
９
人
。
日
ご
ろ
か

ら
い
ざ
と
い
う
時
を
想
定
し
て
訓
練

に
臨
ん
だ
り
「
火
の
用
心
」
を
呼
び

か
け
る
夜
の
巡
回
活
動
を
行
っ
た
り

し
て
い
ま
す
。

古
典
落
語
で
新
春
初
笑
い

　

１
月
12
日
、
市
民
会
館
で
「
古
典

落
語
を
楽
し
む
会
」を
行
い
ま
し
た
。

　

テ
レ
ビ
で
お
茶
の
間
を
賑
わ
せ
て

い
た
桂
文
楽
氏
と
、
自
作
の
「
授
業

中
」
が
有
名
な
三
遊
亭
圓
歌
氏
と

い
っ
た
落
語
界
の
大
御
所
な
ど
の
落

語
を
聞
こ
う
と
、
老
若
男
女
４
０
０

人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

会
場
は
、
軽
快
な
語
り
口
と
歯
切

れ
の
よ
い
芸
風
で
笑
い
に
包
ま
れ
ま

し
た
。

陣
屋
門
で
防
火
訓
練

　

文
化
財
防
火
デ
ー
に
合
わ
せ
て
、

県
指
定
文
化
財
に
登
録
さ
れ
て
い
る

陣
屋
門
で
１
月
28
日
、
防
火
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。

　

訓
練
は
陣
屋
門
付
近
で
火
災
が
発

生
し
、
延
焼
の
恐
れ
が
あ
る
と
の
想

定
で
、
市
消
防
職
員
や
市
職
員
な
ど

が
参
加
し
、
消
火
器
に
よ
る
初
期
消

火
や
ポ
ン
プ
車
に
よ
る
一
斉
放
水
訓

練
を
実
施
し
、
火
災
発
生
時
の
対
応

を
確
認
し
ま
し
た
。

　

教
育
部
長
は
「
市
に
は
現
在
、
国

指
定
文
化
財
が
７
件
、
県
指
定
が
38

件
、
市
指
定
が
78
件
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
を
守
っ
て
い
く
に
は
地
域
の
皆

さ
ん
や
消
防
の
人
た
ち
の
協
力
が
必

要
。
力
を
合
わ
せ
て
守
っ
て
い
き
た

い
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

見
学
を
し
て
い
た
元
真
地
の
高
木

区
長
は
「
こ
こ
は
な
じ
み
の
深
い
場

所
で
す
。
私
た
ち
も
地
元
の
文
化
財

を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と

目
を
細
め
な
が
ら
訓
練
の
様
子
を
眺

め
て
い
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
も
第
１
・
２
保
育
所
の
園

児
た
ち
が
見
学
に
訪
れ
、
じ
っ
と
訓

練
の
様
子
を
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
は
、
昭
和

24
年
１
月
26
日
に
法
隆
寺
金
堂
か
ら

出
火
し
、
国
宝
の
壁
画
が
焼
損
し
た

こ
と
を
教
訓
に
定
め
ら
れ
、
全
国
各

地
で
文
化
財
防
火
運
動
を
展
開
し
、

文
化
財
愛
護
に
関
す
る
意
識
の
高
揚

を
図
っ
て
い
ま
す
。

８
８
７
人
が
成
人

　
　
　

晴
れ
の
門
出
を
祝
う

　

１
月
11
日
、
市
民
会
館
で
成
人
式

を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
、
石
岡
市

で
成
人
を
迎
え
た
の
は
８
８
７
人
。

　

市
長
は
「
厳
し
い
社
会
情
勢
の
中

に
あ
っ
て
も
自
分
の
夢
を
持
っ
て
、

そ
れ
に
向
か
っ
て
努
力
し
て
ほ
し

い
。
何
度
も
何
度
も
あ
き
ら
め
ず
に

立
ち
向
か
う
、
強
靭じ

ん
な
精
神
を
持
っ

て
行
動
し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

新
成
人
で
、
成
人
式
実
行
委
員
を

務
め
た
真
家
朋
華
さ
ん
は
「
今
ま
で

20
年
間
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
少
し

ず
つ
恩
返
し
を
し
て
い
き
た
い
で

す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

式
典
後
は
中
学
校
ご
と
に
記
念
撮

影
が
行
わ
れ
、
旧
友
と
の
再
会
を
懐

か
し
み
、話
に
花
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。

▲出初式後の消防パレードでは、多くのギャラリーが見入っていました

▲会場は笑いに包まれ、観客の満足そうな表情が印象的でした

▲災害から貴重な文化財をみんなで守り、後世に伝えていきましょう

▲成人を迎え、晴れ晴れとした表情の新成人たち

１１　広報いしおか３月１日号  №２２６



地
球
を
聴
く
、
宇
宙
を
測
る

　

方
角
を
知
る
と
き
に
は
磁
石
が
頼

り
に
な
り
ま
す
。
方
位
磁
針
は
古
く

か
ら
航
海
や
地
図
製
作
を
支
え
て
き

ま
し
た
。
地
球
が
磁
石
の
性
質
を

持
っ
て
い
る
た
め
、
磁
石
の
Ｎ
極
は

地
球
の
北
極
に
引
か
れ
ま
す
。

　

太
陽
か
ら
飛
来
す
る
電
気
を
帯
び

た
粒
子
の
害
か
ら
、
地
磁
気
の
お
か
げ

で
地
球
は
守
ら
れ
ま
す
。
太
陽
活
動
の

変
化
の
影
響
で
地
磁
気
に
乱
れ
を
生

ず
る
「
磁
気
嵐
」
が
発
生
す
る
と
、
電

波
通
信
に
大
き
な
影
響
が
発
生
し
ま

す
。
柿
岡
の
気
象
庁
地
磁
気
観
測
所
で

は
、
東
京
か
ら
移
転
後
の
１
９
１
２
年

か
ら
精
密
な
観
測
を
続
け
て
お
り
、
現

在
は
観
測
舎
内
で
眼
鏡
の
ね
じ
１
本

が
動
い
て
も
感
知
す
る
ほ
ど
の
精
密

さ
で
観
測
を
行
い
、
世
界
を
代
表
す
る

主
要
観
測
所
の
一
つ
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
観
測
デ
ー
タ
は
地
磁
気
圏

の
変
動
を
知
ら
せ
る「
宇
宙
天
気
予
報
」

に
役
立
て
ら
れ
、
通
信
、
運
輸
、
衛
星
、

送
電
な
ど
の
安
全
を
見
守
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
地
磁
気
観
測
は
火
山
活
動
や

気
候
変
動
の
予
測
な
ど
に
も
役
立
ち

ま
す
。

　

つ
く
ば
市
の
国
土
地
理
院
に
は
直

径
32
ｍ
の
大
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
が

あ
り
ま
す
。
２
０
１
４
年
、
そ
の
機

能
を
引
き
継
ぐ
石
岡
測
地
観
測
局
が

根
小
屋
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
直
径

13
ｍ
と
ア
ン
テ
ナ
は
小
さ
く
な
り
ま

し
た
が
性
能
は
４
倍
。
15
年
の
技
術

の
進
歩
で
す
。
こ
の
ア
ン
テ
ナ
で

は
地
球
上
の
離
れ
た
地
点
の
距
離

を
測
り
ま
す
。
銀
河
系
外
の
は
る

か
彼
方
の
星
の
電
波
を
同
時
に
と

ら
え
て
、
ア
ン
テ
ナ
同
士
の
受
信

時
間
の
僅わ

ず
か
な
差
か
ら
距
離
を
割

り
出
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
地

球
上
で
の
正
し
い
位
置
や
そ
れ
ぞ

れ
の
移
動
も
分
か
り
、
地
震
活
動

な
ど
に
結
び
つ
く
地
球
上
の
プ
レ
ー

ト
の
動
き
を
常
に
把
握
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
石
岡
観
測
局
で
は
今
ま

で
の
セ
ン
チ
単
位
か
ら
ミ
リ
単
位
の

精
度
に
高
め
て
観
測
が
行
わ
れ
、
日

本
の
基
準
位
置
を
定
め
、
日
本
を
代

表
す
る
測
地
施
設
と
な
り
ま
す
。

　

両
施
設
と
も
に
設
置
場
所
と
し
て

地
盤
が
安
定
し
、
電
磁
的
な
ノ
イ
ズ

が
少
な
い
石
岡
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

石
岡
か
ら
、
未
来
を
見
つ
め
る
観
測

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
回
は
筑
波
山
地
域
ジ
オ
パ
ー
ク

構
想
を
紹
介
し
ま
す
。

筑
波
山
地
域
を
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
！

　
　〜
い
し
お
か
の
大
地
の
物
語
〜 

⑦

矢野徳也
（自然公園指導員）
自然環境の調査や、学校
などでの環境教育を精力
的に活動している。

◀石岡測地観測局
（根小屋）
日本初、世界でも 4
番目という最新型の
アンテナで筑波山を
望む高台に建ち、Ｇ
ＰＳ観測や重力測定
も行う。現在、観測
施設や展示施設を建
設中で、将来は見学
も可能になる。
h t t p : / / w w w .
spacegeodesy.go.jp/
vlbi/ja/

▲磁気を測るため、100年を越える建物は
木造や煉瓦造りで大正ロマンを感じる。観
測に支障があるので自由に立ち入ることは
できないが、秋には特別公開「見学デー」
が行われる。http://www.kakioka-jma.go.jp/

　

平
成
26
年
12
月
25
日
、
市
は

多
賀
城
市
と
災
害
協
定
を
結
び

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
お
互

い
の
市
で
災
害
が
起
き
た
時

は
、
救
援
物
資
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
派
遣
な
ど
の
支
援
で
つ
な
が

り
ま
す
。

　

か
つ
て
陸む

つ
の
く
に

奥
国
の
国
府
が
置

か
れ
て
い
た
多
賀
城
市
と
常
陸

国
の
国
府
が
置
か
れ
て
い
た
石

岡
市
。
か
ね
て
よ
り
交
流
が
あ

り
、
４
年
前
の
東
日
本
大
震
災

の
時
に
は
、
多
賀
城
市
に
救
援

物
資
を
送
り
ま
し
た
。

　

離
れ
た
地
域
と
「
い
ざ
と
い

う
時
」
に
支
援
し
合
え
る
仕
組

み
を
作
っ
て
お
く
こ
と
で
、
同

時
被
災
す
る
リ
ス
ク
を
回
避
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

防
災
対
策
課

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
（
内
線
２
５
８
）

多
賀
城
市
と

　災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
結
び
ま
し
た

◀多賀城跡。724
年に大野東

あずまひと

人に
よって創建され、
陸奥国府と鎮守府
が置かれました。
平城宮跡（奈良
県）、太宰府跡（福
岡県）とともに日
本三大史跡に数え
られています。

▲協定を結ぶ市長と多賀城市の菊地健次郎市長
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多賀城市プロフィール
■人口・世帯数
62,445 人（男 31,197 人　女 31,248 人 ）
25,552 世帯　（平成 27年 1月 31日現在）
■位置
　宮城県のほぼ中央、太平洋岸に位置し、周辺に
は、県庁所在地の仙台市や漁港で有名な塩

しおがま

竈市、
日本三景の松島などが
あります。
　まちの地形は、東西
に長く、それを二つに
分けるようにして中心
部を砂

すなおしかわ

押川が流れてい
ます。また、東部や北
部には史跡が点在し、
海に近い南部の平野に

は工場地帯が形成され、西部地区の平野には多く
の田畑が広がっています。

■歴史
　８世紀の初め、奈良の平城京を中心とした律令
政府の統治下、日本全国は 60余りの国に分かれ
ており、東北地方には二つの国がありました。
　724 年、その一つの国である、陸奥国に市名
の由来となった国府「多賀城」が置かれ、東北地
方全体を治めていました。
　多賀城跡や多賀城廃寺跡は、大正 11年に国の
史跡に指定され、昭和 41年には特別史跡に昇格
しました。
　多賀城市は、このような史跡が市内の各所に点
在し「史都多賀城」の言葉に表されるように由緒
ある歴史のまちです。

　12
月
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

12
月
13
日　

年
金
受
給
者
大
会

優

　勝　

東
光
台
ク
ラ
ブ

第
３
位　

栄
松

12
月
17
日　

三
市
交
流
大
会

優

　勝　

あ
け
ぼ
の

第
３
位　

ラ
ン
ド
ム

　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
長
杯
剣
道

１
月
18
日
（
日
）・
石
岡
運
動
公
園

体
育
館

３
年
生
以
下
の
部

優

　勝　

飯
田
悠
太

準
優
勝　

窪
田
陽
斗

第
３
位　

山
﨑
優
飛

第
３
位　

鈴
木
健
太
郎

４
年
生
の
部

優

　勝　

小
松
﨑
輝

準
優
勝　

金
子
廉

第
３
位　

小
島
涼
花

５
年
生
の
部

優

　勝　

須
賀
野
裕
貴

準
優
勝　

岡
﨑
正
樹

第
３
位　

中
村
武
尊

第
３
位　

坂
本
悠
悟

６
年
生
の
部

優

　勝　

堀
川
恵
汰

準
優
勝　

窪
田
大
輝

第
３
位　

井
上
樹
良

団
体
の
部

優

　勝　

府
中
剣
友
会
Ａ

準
優
勝　

石
岡
東
剣
友
会
Ａ

第
３
位　

林
少
年
剣
道
教
室

石岡市体育協会に加盟して
いるスポーツ団体の大会結
果などをお知らせします。

石岡運動公園
☎ 26-7210
八郷総合運動公園
☎ 43-6884
石岡海洋センター
☎ 23－5191　
柏原野球公園管理事務所
☎ 23-8158
朝日スポーツ交流施設
☎ 43-6884

結
果

会員募集　団体紹介 8　柔道部
　
　「精力善用」と「自他共栄」という
言葉を知っていますか？これは柔道
家、嘉納治五郎先生の教えで、体を鍛
えて強くするとともに人格を磨き、社
会に貢献するという意味です。
　小中学生を対象に教室を行っていま
す。一緒に活動してみませんか？
石岡地区
日時　毎週土曜日午後 6時～ 8時
場所　石岡一高柔道場
八郷地区
日時　毎週水曜日午後7時30分～9時
　　　毎週土曜日午後7時～9時
場所　八郷総合運動公園武道館
■問い合わせ
中根　☎ 24‒2369

多賀城市をご紹介します
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第
１
回 

ひ
ま
わ
り
体
操

▼
み
ん
な
で
楽
し
く
ス

ト
レ
ッ
チ
体
操
を
し
て

運
動
習
慣
を
身
に
付
け

ま
し
ょ
う
。

日
時
／
４
月
８
・
15
・
22
日
、
５
月

13
・
27
日
、
６
月
３
・
10
・
17
・
24
日
、

７
月
１
・
８
・
15
日
（
水
・
全
12
回
）

午
後
２
時
30
分
～
４
時

場
所
／
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡 

ひ
ま

わ
り
の
館

参
加
費
／
無
料

対
象
／
65
歳
以
上
で
心
疾
患
が
な

く
、
医
師
か
ら
運
動
を
制
限
さ
れ
て

い
な
い
人

講
師
／
木
村
幸
子

定
員
／
40
人
（
先
着
）

申
込
方
法
／
３
月
５
日
（
木
）
か
ら

直
接
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
２
・
２
４
１
１

石
岡
市
奨
学
生

申
込
期
間
／
３
月
２
日
（
月
）
～
31

日
（
火
）

申
込
方
法
／
募
集
要
項
を
確
認
の

上
、
願
書
を
添
え
て
直
接
申
し
込
み

※
願
書
な
ど
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
込
資
格
／
①
平
成
27
年
３
月
末
現

在
で
、
保
護
者
が
市
内
に
１
年
以
上

居
住
し
て
い
る
こ
と
②
人
物
・
学
力

と
も
に
優
秀
で
経
済
的
な
理
由
で
修

学
が
困
難
な
人
③
平
成
27
年
度
の
高

等
学
校
ま
た
は
高
等
専
門
学
校
在
学

者
（
予
定
者
を
含
む
）

定
員
／
14
人

支
給
額
／
年
額
８
万
円

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

教
育
総
務
課

☎
４
３
・１
１
１
１
（
内
線
１
２
５
１
）

「
サ
イ
ク
リ
ン
グ 

デ 

フ
ィ
ー
リ
ン
グ

カ
ッ
プ
ル
20
♡
20
」

日
時
／
４
月
11
日
（
土
）
午
前
８
時

30
分
集
合

場
所
／
朝
日
里
山
学
校

参
加
費
／
男
性
６
０
０
０
円

　
　
　
　

女
性
４
５
０
０
円

※
自
転
車
持
参
の
場
合
は
１
５
０
０

円
引
き
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
が
あ
る
人
は

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

定
員
／
男
女
各
20
人

申
込
方
法
／
電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、メ
ー

ル
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
申
し
込
み

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

石
岡
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ク
ラ
ブ

☎
２
４
・
４
４
２
８

℻
５
６
・
４
８
４
０

　

ishiokasc@
gm

ail.com

   http://w
w

w
.team

sportsjapan.jp/

無
料
結
婚
相
談
会

▼
県
知
事
の
委
嘱
を
受

け
た
マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー

タ
ー
が
本
人
や
家
族
の

相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。予
約
不
要
。

日
時
／
３
月
15
日
（
日
）
午
前
10
時

～
午
後
３
時

場
所
／
東
地
区
公
民
館

※
身
上
書
と
Ｌ
版
の
写
真
１
枚
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー
県
南
地
域
活

動
協
議
会
（
大
内
）　

☎
２
３
・
３
８
２
９

国
家
公
務
員

▼
平
成
27
年
度
の
採
用
試
験
で
す
。

◎
総
合
職

申
込
期
間
／
４
月
１
日
（
水
）
～
８

日
（
水
）

試
験
日
／
５
月
24
日
（
日
）

◎
一
般
職
（
大
卒
）

申
込
期
間
／
４
月
９
日
（
木
）
～
20

石
岡
警
察
署
か
ら

市
内
の
事
故
発
生
状
況
【
１
／
31
現
在
】

・
発
生
件
数　

21
件
（
－
６
）

・
死
者
数　

０
人
（
＋
－
０
）

・
負
傷
者
数　

30
人
（
－
14
）

・
物
損
事
故　

１
７
３
件

※
（　

）
内
は
前
年
比
の
増
減
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

石
岡
警
察
署 

交
通
課

　

☎
２
８
・
０
１
１
０

情報
ネットワーク

石岡市役所
　☎ 23‐1111

八郷総合支所
　☎ 43‐1111

石岡消防署
　☎ 23‐0119

八郷消防署
　☎ 43‐6491

火災情報
　☎ 24‐1818

テレホンサービス
　☎ 0800‐800‐7766

募

集

ＨＰ
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日
（
月
）

試
験
日
／
６
月
14
日
（
日
）

◎
一
般
職
（
高
卒
、
社
会
人
）

申
込
期
間
／
６
月
22
日
（
月
）
～
７

月
１
日
（
水
）

※
郵
送
、
持
参
は
６
月
24
日
（
水
）

ま
で

試
験
日
／
９
月
６
日
（
日
）

申
込
方
法
／
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申

し
込
み

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

人
事
院
関
東
事
務
局

☎
０
４
８
・
７
４
０
・
２
０
０
６

　

h
ttp

://w
w

w
.jin

ji.g
o

.jp
/

saiyo/saiyo.htm

自
衛
隊
幹
部
候
補
生

申
込
期
間
／
３
月
１
日
（
日
）
～
５

月
１
日
（
金
）

申
込
資
格
／
平
成
28
年
４
月
１
日
現

在
、
22
歳
以
上
26
歳
未
満

※
修
士
課
程
修
了
者（
見
込
み
含
む
）

は
28
歳
未
満

試
験
日
／
５
月
16
日
（
土
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力
本
部

土
浦
地
域
事
務
所

☎
０
２
９
・
８
２
１
・
６
９
８
６

日
中
友
好
親
善
新
春
交
流
会

日
時
／
３
月
21
日（
土
）午
前
11
時
か
ら

場
所
／
貝
地
町
公
民
館

参
加
費
／
日
本
人
２
０
０
０
円

　
　
　
　

中
国
人　

５
０
０
円

申
込
方
法
／
３
月
15
日
（
日
）
ま
で

に
電
話
で
申
し
込
み

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

石
岡
市
日
中
友
好
協
会
事
務
局

（
櫻
田
）

☎
０
８
０
・
６
５
３
８
・
１
７
３
６

手
話
通
訳
者
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

▼
市
役
所
で
の
手
続
き
や
相
談
が
ス

ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
、
手
話
通
訳

者
を
配
置
し
て
い
ま
す
。
事
前
に
登

録
す
れ
ば
、
市
役
所
以
外
の
場
所
に

手
話
通
訳
者
を
派
遣
す
る
制
度
も
あ

り
ま
す
。

市
役
所 

安
心
し
あ
わ
せ
館

毎
週
月
曜
日
、
第
１
・
３
・
５
木
曜
日

八
郷
総
合
支
所　

第
２
・
４
木
曜
日

※
い
ず
れ
も
午
前
９
時
～
午
後
５
時

ま
で
（
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で
を

除
く
）
で
、
曜
日
は
変
更
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

・
市
役
所 

社
会
福
祉
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
８
３
）

℻
２
７
・
５
８
３
５

・
八
郷
総
合
支
所 

市
民
窓
口
課

☎
４
３
・
１
１
１
１（
内
線
１
１
２
４
）

℻
４
３
・
１
１
４
２

ひまわりの館の講座
申込方法／ 3 月 6 日（金）から
電話で申し込み。月曜日は休館です。
ふれあいの里石岡 ひまわりの館☎ 35‒1126

1ふれあい陶芸教室
▶手ひねりで、世界で 1 個だけの器を。
日時／ 4 月 19 日・5 月 31 日・6 月 28 日・7
月 26 日・8 月 30 日・9 月 27 日（日・全６回）
午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分
参加費／ 1,000 円
講師／志村義明氏　定員／ 25 人（先着）

2かんたんフランス家庭料理教室
▶初心者でも大丈夫！
日時／①「グャーシュ（牛肉と野菜をパプリ
カソースで煮込んだ料理）」4 月 19 日（日）
午前 10 時～午後０時 30 分
②「キッシュ・ロレーヌ & 季節のサラダ（タ
ルト生地の中にベーコン・チーズ・卵・生ク
リームを加え焼いた料理）」5 月 17 日（日）
午前 10 時～午後０時 30 分
③「クリーム・ブリュレ & アレンジティー

（フランス版厚焼きプリン）」6 月 21 日（日）
午前 10 時～午後０時 30 分
参加費／各 1,000 円
講師／加藤裕子氏　定員／各 20 人（先着）

3 はじめての大正琴講座
日時／ 4 月 3・17 日、5 月 1・15 日、6 月 5・
19 日（金・全６回）午前 10 時～正午
参加費／無料
講師／小林正江氏　定員／ 10 人（先着）
※道具は貸し出します。

4 らくらくストレッチ教室
▶ミニボールを使って前進をストレッチします。
日 時 ／ 3 月 19・26 日（木）、27 日（金）、
31 日（火）午後 1 時 30 分～ 2 時 45 分
※初回と最終回は午前 10 時～ 11 時 15 分
参加費／無料
講師／鴻田良枝氏　定員／ 30 人（先着）

お

知

ら

せ

ＨＰ
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平成 27 年度上期
『シルバーリハビリ体操指導士 3 級養成講習会』

▶シルバーリハビリ体操は、高齢者の介護予防を進
めるものです。地域の住民へ指導普及するボラン
ティアの養成講習会に参加して介護予防につとめま
せんか？
申込方法／往復ハガキに①郵便番号・住所②氏名・
ふりがな③性別④生年月日・平成 27 年 4 月 1 日現
在の年齢⑤電話番号⑥受講できるコース名（すべて
ご記入ください）を記入し、郵送してください。
※受講決定者には、返信ハガキでお知らせします。
場所／県立健康プラザ
申込資格／ 1 茨城県民で 60 歳以上の人（平成 27
年 4 月 1 日時点の年齢）2 常勤の職についていな
い人 3 地域でボランティア活動ができる人（50 歳
以上の人も申し込みできますが、60 歳以上の人が
優先されます）46 日間の全日程に参加できる人
受講料／無料　※ 交通費、昼食代は各自負担
定員／各 200 人

■申し込み・問い合わせ
　〒 310-0852　水戸市笠原町 993-2　
　茨城県立健康プラザ　介護予防推進部
　☎ 029‒243‒4217

コース 開催日 締め切り 決定日

136 4/7・10・14・17・
21・24 3/12( 木）3/24（火）

137 4/9・13・16・20・
23・27

138 5/8・12・15・19・
22・26

4/13( 月 ) 4/24（金）

140 6/4・8・11・15・
22・25

5/11( 月 ) 5/21（木）

141 6/29・7/2・6・9・
13・16

6/3（水）6/15（月）

（財）自治総合センターの助成
宮下町の獅子小屋・獅子舞幌・
　　　　　　　　　提灯など整備

　（財）自治総合センターは、宝くじの社
会貢献広報事業として、コミュニティ活動
に必要な施設や備品を整備するための助成
をしています。
　平成 26 年度宝くじ助成事業で宮下町で
は、獅子小屋・獅子舞幌・提灯などを整備
しました。今後も町内会が一丸となり、地
域コミュニティの促進と町内の融和を図っ
ていきます。

■問い合わせ　生活環境課
☎ 23‒1111（内線 129）
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固
定
資
産
の
評
価
を
見
直
し
ま
す

くらし
税

　

固
定
資
産
税
は
、
１
月
１
日
現
在

の
土
地
、
家
屋
、
償
却
資
産
の
所
有

者
に
、
そ
の
固
定
資
産
の
価
格
（
評

価
額
）
を
も
と
に
算
定
し
た
税
額
を

納
め
る
税
金
で
す
。

　

平
成
27
年
度
は
、
３
年
に
一
度
、

税
額
算
出
の
基
礎
と
な
る
、
土
地
・

家
屋
の
固
定
資
産
の
価
格
を
見
直
す

年
に
な
り
ま
す
。

「
評
価
替
え
」
と
は
？

　

固
定
資
産
税
を
算
出
す
る
基
礎
と

な
る
価
格
を
「
評
価
額
」
と
い
い
、

こ
れ
は
景
気
動
向
や
需
給
事
情
な
ど

に
よ
り
変
動
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、

土
地
と
家
屋
の
評
価
額
は
「
固
定
資

産
評
価
基
準
」
な
ど
関
係
法
令
に
基

づ
き
、
３
年
ご
と
に
見
直
す
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
一
連
の
価
格

見
直
し
作
業
が
「
評
価
替
え
」
で
す
。

ま
た
、評
価
替
え
を
行
う
年
度
が「
基

準
年
度
」
と
な
り
、
平
成
27
年
度
が

「
基
準
年
度
」
と
な
り
ま
す
。

　

基
準
年
度
に
見
直
さ
れ
た
評
価
額

は
、
原
則
３
年
間
据
え
置
か
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
基
準
年

度
以
外
の
年
度
で
も
地
価
の
動
向
と

し
て
下
落
傾
向
が
み
ら
れ
、
価
格
を

据
え
置
く
こ
と
が
適
当
で
な
い
区
域

の
土
地
は
、
特
例
的
に
評
価
額
の
見

直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
事
業
用
資
産
で
あ
る
償
却
資
産

は
、
評
価
替
え
の
見
直
し
の
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

税
務
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
１
８
）

■評価替えの内容
・土地（宅地）の評価替え
　土地（宅地）の評価替えは、国土交通省による
地価公示価格などの公的価格の７割を目途に評価
額を設定することになっています。不動産鑑定や
地価動向による調整などを実施し、基準年度の評
価額を設定していきます。
　宅地の具体的な評価方法には、次の種類があり、
どちらも評価額の計算の基礎となるもので、今回
の評価替えで見直しを行います。

1市街地宅地評価法（路線価評価方式）
　主に中心市街地や住宅地など、市街地的形態を
形成する地区に採用しており、主要な街路（路線）
ごとに、接している標準的な宅地の１㎡当たりの
適正な価格を路線価として設定します。

2その他の宅地評価法（標準宅地比準方式）
　主に郊外の地区に採用し、周辺環境が類似する
地区ごとに選定した標準的な宅地の価格を設定し
ます。

・家屋の評価替え
　家屋の評価額は、建築時の「固定資産評価基準」
で評価額を算出します。評価替え時は、建築物価
の伸び率や建物の建築時からの経過年数による減
価率などを加味し、再計算を行います。計算の結
果、算出された評価額が前年度の価格を超える場
合には据え置きとなり、下回った場合には、その
価格が新評価額となります。

１７　広報いしおか３月１日号  №２２６

石
岡
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
連
合
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

広
報
い
し
お
か
２
月
１
日
号
折
り

込
み
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
だ
よ

り
「
き
ず
な
」
の
掲
載
記
事
「
お
元

気
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
で
紹
介
し
た
方

の
お
名
前
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

正
し
く
は
、
古
澤
國
一
さ
ん
で
す
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

石
岡
市
民
生
委
員

児
童
委
員
協
議
会
連
合
会
事
務
局

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
５
６
）

広 告 掲 載 欄



     

ピ
カ
ピ
カ
歯
み
が
き
教
室

　

未
就
学
児
を
対
象
に
、歯
科
診
察
・

歯
磨
き
指
導
・
フ
ッ
化
物
塗
布
を
行

い
ま
す
。
２
歳
児
母
子
歯
科
健
診
に

合
わ
せ
て
行
い
ま
す
。

日
時　

３
月
11
日
（
水
）

　
　
　

午
後
１
時
〜
１
時
20
分

場
所　

石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

定
員　

10
人
（
先
着
）　　

申
込
締
切　

実
施
日
の
前
日
ま
で

 　
二
種
混
合
予
防
接
種

対
象
者　

市
内
小
学
６
年
生

接
種
時
期　

３
月
31
日
（
火
）
ま
で

の
接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。

接
種
料　

無
料

接
種
方
法　

指
定
医
療
機
関
で
の
個

別
接
種
（
予
約
制
）

　  
麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接
種

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
期
）

対
象
者　

４
月
に
小
学
校
入
学
の
人

※
年
長
児
（
平
成
20
年
４
月
２
日
〜

平
成
21
年
４
月
１
日
生
）

接
種
時
期　

３
月
31
日
（
火
）
ま
で

※
時
期
を
過
ぎ
る
と
自
己
負
担
に
な

り
ま
す
。

接
種
料　

無
料

接
種
方
法　

指
定
医
療
機
関
で
の
個

別
接
種
（
予
約
制
）

　

日
本
脳
炎
予
防
接
種

接
種
勧
奨
者
（
平
成
26
年
度
基
準
）

①
小
学
２
年
生
…
１
期
初
回
接
種

（
１
・
２
回
目
）

②
小
学
３
年
生
…
１
期
追
加
接
種

（
３
回
目
）

③
小
学
４
年
生
と
18
歳
…
２
期
（
４

回
目
）

接
種
時
期　

３
月
31
日
（
火
）
ま
で

の
接
種
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

《
償
還
払
い
が
必
要
で
す
》

①（
大
人
の
）風
し
ん
ワ
ク
チ
ン（
ま

た
は
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ

ン
）
を
接
種
し
た
人

※
妊
娠
を
予
定
ま
た
は
希
望
し
て
い

る
女
性
と
配
偶
者
、
ま
た
は
妊
娠
し

て
い
る
女
性
の
配
偶
者
が
対
象
に
な

り
ま
す
。

②
66
歳
以
上
で
、
任
意
高
齢
者
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
石
岡
市
医
師
会
に

加
入
し
て
い
る
医
療
機
関
以
外
で
接

種
し
た
人

　　

実
費
支
払
い
後
、
償
還
払
い
（
銀

行
口
座
へ
の
振
り
込
み
）
の
手
続
き

が
必
要
で
す
。
今
年
度
中
に
保
健
セ

ン
タ
ー
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
３
月
31
日
（
火
）
を
過
ぎ
る
と
申

請
で
き
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
保
健
セ

ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

★
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
２
４
・
１
３
８
６　

℻  
２
４
・
４
６
３
８

★
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
４
３
・
６
６
５
５　

℻  
４
４
・
１
４
９
２

　

こ
こ
ろ
と
い
の
ち
の
電
話
相
談　

毎
月
第
２
火
曜
日　

　

午
前
９
時
〜
正
午
、午
後
１
時
〜
４
時
（
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

★ ★

 

講
座
・
教
室

各保健センターでは各種相談を随時行っています。お気軽にご相談ください

予
防
接
種

こころの体温計で
　　　　ストレスをチェック !!
　「こころの体温計」は携帯電話やパ
ソコンを利用して気軽にストレスや落
ち込み度をチェックできるシステムで
す。自分だけでなく、周りの大切な人
の心の健康を守るために、ぜひご利用
ください。
パソコンの人はこちらのアドレスから
ご利用いただけます。
ＨＰ https://fi shbowlindex.jp/ishioka/

Check
  here!

こころの健康相談
　悩み事や心配事は一人で抱え込まず、誰かに相談すること
が大切です。無料の相談ですので、お気軽にご利用ください。
日時・場所　3月 4日（水）八郷保健センター 3月 16日（月）、
石岡保健センター　午後 1時 30分～ 3時 30分
※要予約。都合が悪い場合はご相談ください。

～３月は自殺対策強化月間です～
　環境変化が起こりやすい３月に自殺者が増える傾向がある
ことから、国では３月を「自殺対策強化月間」として相談機
関の周知など様々な取り組みを行っています。ここ数年全国
の自殺者は３万人を下回りましたが、依然として多くの人が
自ら命を絶っており、市でも毎年自殺者がいるという現状が
あります。周りの人が「気づく」ことで助かる命があります。
あなたも大切な人の変化に気づいたら、声をかけてあげてく
ださい。

いばらきこころのホットライン
　うつ病などの精神疾患や、こころの健康に関する相談を受
けます。平日 029-244-0556、土日ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ 0120-236-556
※時間はいずれも午前９時～正午 /午後１時～４時

健
康
ガ
イ
ド

助

　成
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昭
和
の
名
監
督
、
今
井
正
の
映
画

「
米
」
は
、
日
本
初
の
総
天
然
色
シ

ネ
マ
で
霞
ヶ
浦
の
農
漁
村
が
そ
の
舞

台
で
し
た
。
昭
和
30
年
ご
ろ
の
美
し

い
湖
面
を
背
景
に
、
当
時
の
次
男
三

男
が
職
業
を
求
め
、
淡
い
恋
心
を
抱

く
様
子
な
ど
が
描
か
れ
た
、
感
動
の

傑
作
で
す
。 

　

ス
ク
リ
ー
ン
に
は
、
澄
み
き
っ
た

霞
ヶ
浦
と
大
勢
の
若
者
、
そ
し
て
石

岡
の
地
酒
が
登
場
し
ま
す
。
茶
碗
に

注
ぐ
ビ
ン
の
ラ
ベ
ル
か
ら
清
酒
「
富

士
泉
」
の
名
が
読
み
取
れ
ま
す
。 

　

明
治
期
に
誕
生
し
た
一
升
ビ
ン

は
、
大
正
後
期
に
な
る
と
大
量
生
産

が
可
能
に
な
り
、
液
体
保
存
の
容
器

と
し
て
国
内
で
定
着
し
ま
す
。 

　

従
来
の
木
桶
や
陶
器
の
大
徳
利

は
、
そ
の
座
を
明
け
渡
す
こ
と
に
な

り
ま
す
。 

　

と
は
い
え
、
昭
和
初
期
の
石
岡
に

は
20
社
を
超
え
る
清
酒
と
醤
油
の
醸

造
元
が
あ
り
、
そ
こ
へ
出
入
り
す
る

16
軒
の
桶
屋
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。 

　

桶
や
樽
は
、
江
戸
時
代
の
物
流
に

大
き
な
変
革
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

円
筒
状
に
並
べ
た
板
を
竹
の
タ
ガ
で

締
め
た
桶
や
樽
は
、
カ
メ
や
ツ
ボ
よ

り
も
軽
く
割
れ
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
、

酒
や
醤
油
、
味
噌
な
ど
の
容
器
と
な

り
、貯
蔵
・
運
搬
に
用
い
ら
れ
ま
し
た
。 

・
・
・
・
・
・

「
中
へ
入
る
際
に
は
、
ジ
ャ
ン
パ
ー

と
キ
ャ
ッ
プ
、
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
を
付
け

て
く
だ
さ
い
」
柏
原
工
業
団
地
に
あ

る
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
製
罐か

ん

株
式
会

社
を
訪
問
し
て
、
工
場
内
を
見
学
す

る
と
き
に
そ
う
言
わ
れ
ま
し
た
。
こ

こ
は
ビ
ー
ル
な
ど
の
ア
ル
ミ
飲
料
缶

を
製
造
す
る
会
社
で
す
。 

　

飲
料
容
器
の
生
産
現
場
だ
け
に
、

衛
生
・
安
全
管
理
は
万
全
で
す
。
中

村
昌
弘
社
長
の
提
唱
す
る
６
Ｓ
活
動

（
作
法 

・
し
つ
け
・
整
理
・
整
頓
・

清
掃
・
清
潔
）
が
徹
底
さ
れ
、
工
場

内
は
ど
こ
を
見
て
も
ピ
カ
ピ
カ
状
態

で
す
。 

　

ま
た
整
理
整
頓
さ
れ
行
き
届
い
た

製
造
環
境
は
、
生
産
効
率
も
ア
ッ
プ

さ
せ
、
1
分
間
に
2
0
0
0
缶
と

い
う
日
本
最
速
の
生
産
ラ
イ
ン
を
実

現
さ
せ
て
い
ま
す
。 

　

工
程
の
中
で
次
第
に
形
を
整
え
る

ア
ル
ミ
缶
は
、
最
後
に
仕
上
げ
処
理

を
経
て
、
パ
レ
ッ
ト
に
積
み
上
げ
ら

れ
て
梱
包
さ
れ
ま
す
。
1
つ
の
パ

レ
ッ
ト
に
6
0
0
0
個
は
あ
る
で

し
ょ
う
か
、
倉
庫
内
に
そ
れ
が
何
段

に
も
積
み
上
げ
ら
れ
見
上
げ
る
よ
う

な
高
さ
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　

同
社
は
、
柏
原
工
業
団
地
の
ス

タ
ー
ト
し
た
昭
和
49
年
に
操
業
を
開

始
し
、業
績
を
伸
ば
し
て
き
ま
し
た
。

隣
接
の
敷
地
に
は
、
東
洋
製
罐
と
日

本
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
が
あ
り
、
い
ず
れ

も
飲
料
容
器
関
係
の
工
場
で
す
。 

　

昭
和
初
期
の
桶
屋
さ
ん
か
ら
近
代

工
場
ま
で
、
時
代
と
と
も
に
飲
料
容

器
は
形
を
変
え
て
き
ま
し
た
。 

「
創
業
当
時
の
缶
は
、
金
具
で
上
蓋

に
穴
を
2
カ
所
開
け
る
タ
イ
プ
で

す
か
」
と
訊
ね
る
と
役
員
さ
ん
の
一

人
が 

「
そ
れ
は
古
い
人
し
か
知
ら
な
い
で

す
よ
。
当
時
は
プ
ル
タ
ブ
式
で
、
外

れ
る
タ
イ
プ
で
し
た
」
と
答
え
、
私

が
頭
を
掻
く
と
室
内
は
笑
い
に
包
ま

れ
ま
し
た
。

市
長
日
記
⑬

１
月
16
日
（
金
）

桶
屋
か
ら
缶
づ
く
り
ま
で 

今
泉 

文
彦

文
と
写
真

11
月
22
日
開
催

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
8

　

農
業
を
活
か
し
た

　
　
　
　
　
　ま
ち
づ
く
り

　
◎
団
体

　山
根
ク
ラ
ブ

　

参
加
者
は
７
人
、
座
談
会
方
式
で

行
い
ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
就
任
後
１
年
が
経
過
し

た
の
で
、
新
庁
舎
建
設
、
文
京
区
と

の
交
流
な
ど
の
公
約
の
進
捗
と
、
朝

日
ト
ン
ネ
ル
開
通
に
よ
る
観
光
客
の

増
加
な
ど
報
告
を
含
め
た
あ
い
さ
つ

が
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
活
発
な
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

秘
書
広
聴
課

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
（
内
線
２
１
２
）

　　　　山根クラブの皆さんから出された意見
【農業】
・農家の大きな悩みとして、休耕地の問題がある。特に田     
   んぼをやる人がいなくて返されてしまうので、行政・
   JA・農家による意見交換が必要である。
・文京区との交流で、栗拾いやそば会など八郷の農産物を
   取り入れた事業ができないか。（鳴滝の桜まつりなど）
・農業体験型宿泊施設を考え、   交流目的も含めて、ふる      
　さと納税の体験メニューに取り入れてはどうか。
・情報の共有のため、市と団体をつなぐパイプが必要で、
   部会（話し合う場）などに補助をしてもらいたい。
・ 空き家が多くなってきているので、農地を含めて借り
　て、研修生に貸すような仕組みができないか。
【農業以外】
・10 月の台風時に冠水で避難所の瓦会小へ行けなかった
   ので、集会所を避難所として追加してもらいたい。
・斎場が新しくなったが、笠間市の「やすらぎの森」の   
　ように名称を変えられないか。
・ 国体へ向けて、石岡一高園芸課などの協力を得て「花     
　いっぱい運動」を地域で実施したい。

開催地区

開催団体

募集中 !

１９　広報いしおか３月１日号  №２２６

▲工場見学を終え、中村社長（前列左）と記念撮影



開館時間 午前10時～午後８時
休館日 木曜　問い合わせ　☎27-5171
まちかど情報センター駐車場（向かい側）・
臨時駐車場（土橋通り）を利用ください。

情報センター
　　　ニュース

ま ち か ど

３月のコミュニティ

ギャラリー いしおか雛巡り

仲
間
と
ワ
ハ
ハ
で

　
　
　

脳
活
Ｏ
Ｋ

日
時　

３
月
20
・
27
日
（
金
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

　
　
　

午
後
３
時
〜
５
時

資
料
代　

５
０
０
円

▼
毎
月
第
３
土
曜
日
に
開
く
か
ら
３

・
土
・
市
（
サ
ン
ド
市
）。
中
心
街
の

店
先
を
借
り
て
、趣
味
の
手
作
り
品
、

園
芸
品
な
ど
を
展
示
販
売
。
新
鮮
野

菜
も
並
び
ま
す
。
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
も
大
歓
迎
！
参
加
者
募
集
中
。

日
時

　第
３
土
曜
日  

　
　
　

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

場
所

　香
丸
・
中
町
・
御
幸
通
り

の
参
加
店
前
、
ま
ち
か
ど
情
報
セ

ン
タ
ー

折
り
紙
教
室　

28
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
か
ら

育
児
サ
ー
ク
ル
（
わ
ん
に
ゃ
ん

キ
ッ
ズ
） 

対
象 

未
就
園
児
（
０
〜

４
歳
）

毎
週
火
曜
日 

午
前
10
時
15
分
か
ら

ち
り
め
ん
小
物　

毎
月
第
１
・
３

土
曜
日 

午
後
１
時
か
ら

心
と
体
の
健
康
相
談

毎
週
水
曜
日 

午
前
10
時
30
分
〜

午
後
１
時

今月のサンド市は 21日

歴
史
絵
巻
情
景
飾
り

日
に
ち

　３
月
11
日
（
水
）
ま
で

場
所　

情
報
セ
ン
タ
ー
特
設
ス
テ
ー
ジ

Ｌ
ａ
Ｌ
ａ　
ｍ
ｏ
ｓ
ｕ
ｒ
ａ

　
　
　
　
　

小
学
校
卒
業
記
念
展

＋
Ｓ
ａ
ｃ
ｈ
ｉ
ｋ
ｏ　

　
　
　
　
　

   

Ｎ
ｋ
ａ
ｋ
ａ
ｊ
ｉ
ｍ
ａ
展

日
に
ち　

３
月
14
日
（
土
）
〜
22
日
（
日
）

介
護
保
険
の
「
改
訂
」
と

　
　

石
岡
の
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

日
時　

３
月
25
日
（
水
）

　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時

講
師

　地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

石
岡
市
歯
科
医
師
会
に
よ
る

（
第
８
回
）「
歯
と
口
腔
の
健
康
講
話
」

「
予
防
に
勝
る
も
の
な
し
」

〜
口
腔
の
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
〜

日
時

　３
月
29
日
（
日
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

講
師

　福
田
真
之
先
生

　
　
　
（
福
田
歯
科
医
院
）

まちかど学習会

パソコン教室

▲フラワーパークの園内周遊車。ご家族やご友人と
おしゃべりをしながら、山の上の河津桜を見にいき
ませんか？

３月７日から
フラワー
　　パーク
園内周遊車
運行開始

ぜひお出で
ください

広報いしおか３月１日号  №２２６　２０

▲時事ネタあり、石岡ネタ
ありの雛飾り。いくつ見つ
けられるかな？

山
の
上
の
河
津
桜
ま
で
、

　
　
　
　ら
〜
く
ら
く
！

　

県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
に
合
わ
せ
て
、
園
内
周
遊
車
が

３
月
７
日
（
土
）
か
ら
運
行
が
始
ま

り
ま
す
。

　

こ
の
周
遊
車
は
、
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー

ク
と
ふ
れ
あ
い
の
森
の
間
を
運
行

し
、
四
季
折
々
の
花
々
を
ゆ
っ
く
り

と
楽
し
め
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
に
来
園

し
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
■
発
着
所

　

入
園
口
・
展
望
台
前

■
運
行
時
間
帯　

　

午
前
９
時
15
分
〜
午
後
５
時

■
運
行
距
離
・
時
間　

　

片
道
約
１
２
０
０
ｍ
・
約
15
分

※
乗
車
の
際
は
、
別
途
料
金
が
か
か

り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

　

☎
４
２
・
４
１
１
１



か
が
や
き

の　
未来を拓

ひ ひ

く　
男 ひ
ひ
と
女 ひ
ひ

職
場
と
家
族
に
感
謝
の
気
持
ち
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　伝
え
た
い

ハ
ー
モ
ニ
ー
コ
ー
ナ
ー

　

今
回
は
、
乳
製
品
・
ナ
ッ
ツ
製
品

の
製
造
・
販
売
を
行
う
筑
波
乳
業
株

式
会
社
で
働
く
廣
瀬
絵
巨
さ
ん
に
お

話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。
廣
瀬
さ
ん

は
、
品
質
保
証
部
に
所
属
。
お
客
様

に
よ
り
良
い
商
品
を
お
届
け
す
る
た

め
に
、
製
品
自
体
の
品
質
を
含
め
、

製
造
ラ
イ
ン
全
体
の
業
務
改
善
に

日
々
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
時
に
は

海
外
出
張
で
現
地
の
仕
入
れ
先
に
赴

く
こ
と
も
あ
る
廣
瀬
さ
ん
。
双
子
を

含
め
、
４
人
の
子
ど
も
を
育
て
る
マ

マ
と
し
て
の
顔
も
お
持
ち
で
す
。

　
　

廣
瀬 

絵え

み巨
さ
ん

　
　

 （
筑
波
乳
業
株
式
会
社　

品
質
保
証
部　

課
長
）

▲子育てをしながらも仕事を続けてこれたのは、周囲の
理解のおかげと話す廣瀬さん

―
―
家
庭
と
仕
事
を
両
立
す
る
う
え

で
、
職
場
か
ら
は
ど
の
よ
う
な
サ

ポ
ー
ト
を
受
け
て
い
ま
す
か
。

廣
瀬
さ
ん　

出
産
後
は
育
児
休
業
や

短
時
間
勤
務
、
あ
る
程
度
子
ど
も
が

成
長
し
て
か
ら
も
時
間
単
位
で
取
得

で
き
る
看
護
休
暇
制
度
な
ど
を
、
自

分
の
仕
事
や
周
囲
の
状
況
と
調
整
し

な
が
ら
利
用
し
て
い
ま
す
。

―
―
仕
事
と
家
庭
を
両
立
す
る
う
え

で
、大
変
だ
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

廣
瀬
さ
ん　

２
人
目
を
出
産
し
た

時
、
子
ど
も
の
体
調
不
良
が
重
な
っ

て
思
う
よ
う
に
仕
事
が
進
め
ら
れ

ず
、
仕
事
を
辞
め
よ
う
か
悩
ん
だ
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
に
、

家
族
の
サ
ポ
ー
ト
や
職
場
の
理
解
が

得
ら
れ
た
こ
と
は
大
き
か
っ
た
で
す

ね
。
県
外
の
実
家
か
ら
手
伝
い
に
来

て
く
れ
た
母
も
「
大
変
な
の
は
今
だ

け
な
の
だ
か
ら
、
仕
事
を
辞
め
る
の

は
も
っ
た
い
な
い
」
と
励
ま
し
て
く

れ
ま
し
た
。専
業
主
婦
だ
っ
た
母
は
、

子
育
て
が
落
ち
着
い
た
タ
イ
ミ
ン
グ

で
改
め
て
働
き
た
い
と
思
っ
て
も
、

な
か
な
か
働
く
こ
と
が
で
き
な
い
状

況
を
経
験
し
て
い
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。
同
じ
会
社
で
働
く
夫
も
、
家
事

や
育
児
に
協
力
的
に
取
り
組
ん
で
く

れ
る
の
で
大
変
助
か
っ
て
い
ま
す
。

職
場
の
上
司
や
同
僚
の
理
解
に
も
恵

ま
れ
て
い
ま
す
。
改
め
て
支
え
て
く

れ
た
周
囲
の
方
た
ち
に
感
謝
の
気
持

ち
を
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

―
―
子
育
て
を
し
な
が
ら
働
き
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
環
境
が
整
う
た
め

に
は
何
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
か
。

廣
瀬
さ
ん　

私
が
仕
事
を
続
け
ら
れ

た
の
は
、
会
社
の
支
援
策
や
職
場
の

方
々
の
理
解
、
家
族
の
協
力
が
あ
っ

た
か
ら
で
す
。
子
育
て
と
両
立
し
な

が
ら
、
時
間
的
な
制
約
の
中
で
仕
事

を
進
め
て
き
た
経
験
を
い
か
し
、
会

社
に
恩
返
し
を
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

育
児
休

業
取
得
率

な
ど
の
一

定
の
基
準

を
も
と
に

「
子
育
て
に
や
さ
し
い
企
業
」
と
し
て

厚
生
労
働
大
臣
が
認
定
。
筑
波
乳
業

株
式
会
社
は
、
県
内
食
品
製
造
業
初

の
「
く
る
み
ん
」
認
定
企
業
で
す
。

　

１
月
24
日
、
ひ
ま
わ
り
の
館
を
会

場
に
「
ア
ナ
と
雪
の
女
王
」
の
劇
中

歌
の
翻
訳
を
手
が
け
た
高
橋
知
伽
江

氏
（
水
戸
芸
術
館 

演
劇
部
門 

芸
術

監
督
）
を
招
い
て
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
「
日
本
語
と
し
て
の
特
性
・
響
き
」

や
「
画
面
に
映
る
登
場
人
物
の
口
の

動
き
」
を
考
慮
し
て
「Let it go

」

か
ら
「
あ
り
の
ま
ま
の
」
の
訳
詞
が

生
ま
れ
た
経
緯
を
解
説
し
た
高
橋

氏
。「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
メ
ー
ル
を
使
う
時
、

顔
文
字
や
ス
タ
ン
プ
に
感
情
表
現
を

委
ね
過
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か
。
社
会
に

お
い
て
、
人
と
人
と
を
つ
な
ぐ
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本
は
「
言

葉
」。
演
劇
や
伝
統
芸
能
は
、
非
日

常
の
体
験
を
と
お
し
て
、
想
像
力
を

養
い
、
言
葉
の
力
を
育
み
ま
す
。
今

後
も
舞
台
の
仕
事
を
と
お
し
て
、
未

来
を
生
き
る
若
い
世
代
の
心
と
感
性

を
豊
か
に
し
て
い
き
た
い
」
と
語
り

ま
し
た
。

　

性
別
に
関
わ
ら
ず
、
あ
り
の
ま
ま

の
自
分
を
肯
定
す
る
こ
と
は
大
切
な

こ
と
。
参
加
者
か
ら
は
「
歌
詞
に
励

第
２
回
さ
わ
や
か
ハ
ー
モ
ニ
ー
セ
ミ
ナ
ー
報
告

ま
さ
れ
た
者
の
一
人
で
す
。
言
葉

で
伝
え
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い

き
た
い
」
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し

た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
の
内
容
は
石
岡
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

 http://w
w

w
.city.ishioka.

lg.jp/page/page002833.
htm

l

◇
水
戸
芸
術
館

音
楽
、
演
劇
、
美
術
の
各
分
野
で

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い

る
複
合
文
化
施
設
。

  http://arttow
erm

ito.or.jp/

■
問
い
合
わ
せ

　政
策
企
画
課

☎
２
３・１
１
１
１
（
内
線
２
２
２
）

▲くるみんのマーク

『
翻
訳
を
と
お
し
て
発
見
!!

　

　男
女
と
も
に
豊
か
な
人
間
関
係
を
つ
く
る
日こ

と

ば
本
語
の
魔
法
』▲参加者 50 人を前に、「言葉のプロ」の観点から、

コミュニケーションをテーマに講演する高橋氏
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時
憶記
の

文化振興課
シリーズ110

☎43-1111
（内線1324）

　

以
前
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
ま

し
た
が
、
太
平
洋
戦
争
中
、
石
岡
地

区
に
は
海
軍
航
空
隊
の
基
地
（
飛
行

場
）
が
開
設
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
滑

走
路
の
周
囲
に
は
飛
行
機
を
隠
す
た

め
の
掩
体
壕
が
30
基
以
上
建
設
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
３
基
が

残
る
だ
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

　

昨
年
６
月
、
そ
の
う
ち
の
１
基
、

東
大
橋
の
Ｊ
Ａ
ホ
ー
ル
の
北
側
に
残

る
掩
体
壕
の
測
量
調
査
と
発
掘
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

　

掩
体
壕
は
コ
字
形
を
し
た
飛
行
機

を
１
機
格
納
す
る
タ
イ
プ
の
も
の

で
、
格
納
部
の
幅
は
15
ｍ
程
度
、
奥

行
は
17
ｍ
程
度
。
大
型
の
爆
撃
機
は

幅
20
ｍ
以
上
あ
る
た
め
格
納
で
き
ま

せ
ん
が
、
い
わ
ゆ
る
零
戦
等
の
小
型

機
は
十
分
格
納
で
き
る
大
き
さ
で
し

た
。
し
か
し
、
平
面
形
は
左
右
非
対

称
で
、
平
行
四
辺
形
状
に
歪
ん
で
い

ま
し
た
。

　

発
掘
調
査
は
、
掩
体
壕
の
周
囲
の

「
周
掘
部
」
と
呼
ば
れ
る
、
土
堤
の

た
め
の
土
を
採
取
し
た
溝
状
の
部
分

を
対
象
に
行
い
ま
し
た
。
周
掘
部
の

深
さ
は
１
ｍ
以
上
あ
り
ま
し
た
が
、

底
面
は
凹
凸
が
あ
り
、
土
を
取
る
た

め
だ
け
に
掘
っ
た
と
い
う
よ
う
な
乱

雑
な
作
り
で
し
た
。

　

航
空
基
地
の
建
設
は
、
近
隣
住
民

の
勤
労
奉
仕
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い

た
こ
と
が
当
時
の
石
岡
町
の
記
録
や

参
加
さ
れ
た
方
の
話
か
ら
わ
か
っ
て

い
ま
す
。
平
面
形
の
歪
み
や
、
周
掘

部
の
凸
凹
に
見
ら
れ
る
「
雑
」
と
感

じ
ら
れ
る
よ
う
な
作
り
は
、
勤
労
奉

仕
の
住
民
主
体
ゆ
え
の
測
量
技
術
の

不
足
や
、
戦
争
末
期
ゆ
え
に
急
造
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
状
況
を

物
語
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

図
書
館
つ
う
し
ん

■ 

問
い
合
わ
せ　

石
岡
市
立
中
央
図
書
館 

☎
２
４
・
１
５
０
７

中
央
図
書
館 

２
階
視
聴
覚
室

《
３
月
の
お
は
な
し
玉
手
箱
》

・
７
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
か
ら

《
３
月
の
お
は
な
し
会
》

・
21
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
か
ら

中
央
公
民
館

《
３
月
の
お
は
な
し
フ
レ
ン
ズ
》

・
14
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
か
ら

◎
対
象
は
、
幼
児
か
ら
小
学
校
中

学
年
程
度
で
す
。
時
間
は
お
よ
そ

30
分
で
す
。

ＨＰ

http://lib.city.ishioka.lg.jp/

年
間
貸
出
ラ
ン
キ
ン
グ

　

平
成
26
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
に

貸
し
出
し
が
多
か
っ
た
ベ
ス
ト
５
位

ま
で
の
ラ
ン
キ
ン
グ
で
す
。

一
般
書

１
位　

未
決　

　
　
　
　
　

佐
伯
泰
英
／
著　

70
回

２
位　

マ
ス
カ
レ
ー
ド
・
ホ
テ
ル　

　
　
　
　
　

東
野
圭
吾
／
著　

54
回

３
位　

空
蝉
ノ
念

　
　
　
　
　

佐
伯
泰
英
／
著　

50
回

４
位　

海
賊
と
よ
ば
れ
た
男　

上　

　
　
　
　
　

百
田
尚
樹
／
著　

48
回

４
位　

湯
島
ノ
罠

　
　
　
　

佐
伯
泰
英
／
著　
　

48
回

児
童
書

１
位　

１
０
０
か
い
だ
て
の
い
え　

　
　
　
　
　

岩
井
俊
雄
／
作　

67
回

２
位　

白
オ
バ
ケ
黒
オ
バ
ケ
の
み
つ

　
　
　

け
て
絵
本　
　

う
る
ま
で
る

　
　
　

び
／
さ
く
・
え　
　
　

56
回

２
位　

か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
の
大
金
も
ち

　
　
　

原
ゆ
た
か
／
さ
く
・
え　

56
回

２
位　

か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
の
き
ょ
う

　
　
　

ふ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト　
　

　
　
　

原
ゆ
た
か
／
さ
く
・
え　

56
回

５
位　

か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
の
き
ょ
う

　
　
　

ふ
の
サ
ッ
カ
ー　

　
　
　

原
ゆ
た
か
／
さ
く
・
え　

53
回

Ａ
Ｖ

１
位　

が
ん
ば
る
も
ん　
　
　

45
回

２
位　

コ
ロ
コ
ロ
こ
と
ば
い
え
る
か

　
　
　

 

な
？　
　
　
　
　
　
　

38
回

３
位　

で
か
で
か
あ
り
が
と
う　

36
回

３
位　

常
陸
国
総
社
宮
大
祭
２
０
０
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

36
回

５
位　

う
た
お
う
！
ク
リ
ス
マ
ス　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

35
回

５
位　

は
っ
ぱ
っ
ぱ
カ
ル
タ
だ
れ
の

　
　
　

こ
え
？　
　
　
　
　
　

35
回

本
が
泣
い
て
い
ま
す
！

　

図
書
館
の
本
が
、破
け
た
り
、ペ
ー

ジ
が
取
れ
て
な
く
な
っ
た
り
し
て
、

次
に
借
り
る
人
が
困
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
場
合
は
、
そ
の
ま
ま

返
却
せ
ず
に
図
書
館
職
員
ま
で
お
申

▲発掘調査の様子（奥の高まりが掩体壕）

休館日

３月
２日
９日
16日
23日
26日
30日

開館
延長日

５日
12日
19日

近
年
の
調
査
成
果
か
ら

掩え
ん
た
い
ご
う

体
壕
の
測
量
・
発
掘
調
査

し
出
く
だ
さ
い
。
た
く
さ
ん
の
人
が

借
り
ら
れ
る
よ
う
に
、
本
は
大
切
に

扱
っ
て
く
だ
さ
い
。

▲ページが破れたり、取れてしまったら図
書館にご連絡ください

広報いしおか３月１日号  №２２６　２２



　

 　
　

 　

 　

府　

中　

稲
田　

す
み

サ
ヨ
ウ
ナ
ラ
よ
と　

手
を
振
る
よ
う
に

　

枯
葉
舞
い
散
る　

冬
の
川

川　

又　

関　

清
志　

踏
ま
れ
な
が
ら
も　

根
性
だ
け
は

　

春
の
芽
吹
き
に　

顔
を
出
す

　

 　
　

 　

 　

下　

林　

加
藤　

弥
生

不
況
身
に
沁
む　

忘
年
会
の

　

酔
い
も
醒
め
そ
な　

師
走
風　

　

 　
　

 　
　

 

国　

府　

大
西　

和
子

軒
に
日
の
丸　

ひ
っ
そ
り
立
っ
て

　

初は

る春
を
呼
び
込
む　

露
地
の
奥　

　

 　
　

 　
　

国　

府　

篠
原
美
千
代

弱
音
吐
か
ず
に　

い
つ
も
の
ペ
ー
ス　

　

峠
と
う
げ

箱
根
路　

勝
負
ど
こ

　

 　
　

 　

 

南　

台　

月
乃
香
俱
耶
姫

世
迷
い
言
な
ど　

言
わ
ぬ
が
花
よ

　

頓
知
駄
洒
落
で　

四
季
遊
ぶ　

　

 　
　

 　

若　

松　

川
崎　

洋
子

酔
っ
て
騒
い
で　

い
つ
も
の
十お

は

こ
八
番

　

友
と
肩
組
む　

〆し
め

の
歌

　

 　
　

 　

 　

石　

岡　

東　

辻
が
華

幼
稚
園
児
の　

居
並
ぶ
笑
顔

　

飛
ん
で
じ
ゃ
れ
て
る　

白
い
犬

　

除
幕
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　

助
川　

浩
史

　

十
月
十
日
、
石
岡
金
刀
比
羅
神
社

の
境
内
に
正
岡
子
規
の
歌
碑
が
建
立

さ
れ
、
そ
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
た
。

私
は
一
般
人
と
し
て
参
列
し
た
が
、

な
か
な
か
の
盛
況
で
あ
っ
た
。「
石
岡

の
歴
史
を
愛
す
る
会
」
の
有
志
が
主

催
し
た
も
の
で
、
私
は
こ
ん
な
会
が

あ
る
こ
と
も
、
子
規
が
石
岡
に
一
泊

し
た
こ
と
も
初
め
て
知
っ
た
。
現
代

的
な
洒
落
た
歌
碑
で
あ
り
「
二
日
路

は
筑
波
に
そ
う
て
日
ぞ
長
き
」
の
文

字
も
素
敵
で
あ
っ
た
。

　

十
一
月
七
日
、
風
土
記
の
丘
に
は
、

江
戸
時
代
に
一
芸
人
と
し
て
大
ブ
レ

イ
ク
し
た
都
々
逸
坊
扇
歌
の
歌
碑
の

除
幕
式
が
好
天
気
の
中
、沢
山
の
都
々

逸
作
家
が
集
ま
り
行
わ
れ
た
。
扇
歌

は
姉
を
た
よ
っ
て
こ
の
地
石
岡
で
生

涯
を
終
え
た
人
で
あ
る
。
東
京
の
篤

志
家
・
谷
口
先
生
の
御
好
意
に
よ
っ

て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
私
達
「
石

岡
俚
謡
会
」
が
実
行
委
員
と
し
て
建

立
に
協
力
し
た
。「
今
日
の
旅
、
花
か

紅
葉
か
知
ら
な
い
け
れ
ど
、
風
に
吹

か
れ
て
行
く
わ
い
な
」
が
歌
碑
の
表

面
に
刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
扇
歌

の
辞
世
の
謡
と
言
わ
れ
て
い
る
。
当

然
こ
の
石
岡
で
詠
ま
れ
た
も
の
だ
ろ

う
。
二
つ
と
も
石
岡
市
の
文
化
遺
産

に
な
る
と
思
う
と
嬉
し
く
な
っ
て
く

る
。

　

 　
　
　
　

 

東
大
橋　

森　

美
千
瑠

奥
久
慈
の
冬
空
た
か
し
楮
む
す
煙
か
白

く
郷
に
た
な
び
く

　

 　
　

 　
　

 

井　

関　

木
間
塚
具
子

う
つ
む
い
て
ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
の
白

い
花
咲
く
を
待
た
ず
に
友
は
旅
立
つ

　
 　

　

 　
　

 

茨　

城　

大
澤　

酉
雄

霧
雨
の
降
る
田
圃
道
と
ぼ
と
ぼ
と
八
十

男
が
畦
道
歩
む

府　

中　

赤
津
美
智
子

七
日
粥
傘
寿
も
常
の
世
と
な
れ
り

総　

社　

一
色
し
の
ぶ

初
鏡
先
ず
は
素
顔
と
真
向
い
て

柿　

岡　

山
下　

孝
幸

初
雀
竹
叢
揺
れ
て
風
の
往み

ち還

府　

中　

土
井　

湧
輔

寒
木
の
根
張
り
枝
振
り
力
瘤

貝　

地　

小
池
つ
と
夢

生
き
る
欲
だ
け
を
抱
へ
て
日
向
ぼ
こ

俳　
　

句

文
化
協
会
だ
よ
り

市
民
ず
い
ひ
つ

　

 　
　

 　
　

 

東
石
岡　

田
村　

満
佐

か
ら
か
ら
と
音
た
て
ま
ろ
び
ゆ
く
落
葉

な
ほ
静
か
な
り
こ
ぶ
し
の
小
道

　

    　

 　
　

  

府　

中　

山
口　

文
子

あ
た
た
か
き
言
葉
伝
へ
て
来
し
電
話
置

き
か
ね
し
ば
し
双
手
に
つ
つ
む

短　
　

歌

い
し
お
か
俳
句
同
好
会

や
さ
と
俳
句
会

　
　
　
　

   　

  

部　

原　

中
島
れ
い
子

去
年
今
年
紫
峰
に
祈
る
こ
の
平
和

　

 　
　

 　
　

   

柴　

内　

羽
生　

俊

お
正
月
赤
子
主
役
の
座
と
な
り
し

　

 　
　

 　
　

 

宇
治
会　

秋
山　

享
弘

八
十
路
坂
越
え
て
一
筋
初
詣

石
岡
短
歌
同
好
会

八
郷
短
歌
会

　

 　
　

 　
　

 
山　

崎　

西
口
は
ま
子

鉢
植
え
の
梅
の
蕾
に
赤
味
差
し
下
さ
れ

し
卒
寿
の
歌と

も友
は
如い

か何
に
や　
　
　

　

 　
　

 　
　

 

月　

岡　

菱
沼
む
免
子

家
族
ら
と
初
春
詣
づ
る
産う

ぶ

す

な

土
神
に
頂
く

お
神
酒
身
内
に
沁
み
る

　

 　
　

 　
　

 

片　

野　

小
野
瀬
も
と

父
上
の
植
え
に
し
柚
子
が
大
木
と
な
り
て

い
つ
し
か
納
屋
の
丈
越
す

俚　
　

謡

投
稿
作
品

石
岡
俚
謡
会

　
　
　
　
　
　

 

山　

崎　

鈴
木　

君
江

裸
木
を
透
し
て
見
ゆ
る
窓
灯
り
ほ
の
ぼ

の
と
し
て
温
も
り
の
湧
く

　
　
　
　
　

東
成
井　

小
島　

せ
ん

朝
日
射
す
軒
よ
り
落
つ
る
露
の
玉
昨
夜

の
霜
の
大
な
る
を
知
る

　

 　
　

 　
　

 

東
光
台　

福
田　

泰
夫

寿
司
講
座
太
巻
き
寿
司
に
い
な
り
寿
司

作
る
楽
し
さ
食
べ
る
楽
し
さ

　

 　
　

 　
　

 

山　

崎　

荒
井　

幸
子

似
て
い
る
と
思
ふ
所
も
多
々
あ
り
て
年

女
な
り
義
母
と
我
が
娘
は

石
岡
囃
子
連
合
保
存
会

　

石
岡
の
お
ま
つ
り
の
勇
壮
な
獅
子

舞
や
お
囃
子
は
あ
ま
り
に
も
有
名
で

す
。
石
岡
囃
子
連
合
保
存
会
は
昭
和

47
年
に
組
織
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
町
単

位
で
活
動
を
し
て
い
た
石
岡
の
囃
子

連
を
一
つ
の
団
体
と
し
て
ま
と
め
、

県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
「
石
岡
ば

や
し
」
へ
の
礎
を
築
き
ま
し
た
。

　

各
連
で
は
年
間
を
通
し
て
練
習
を

重
ね
て
い
ま
す
。
練
習
に
は
子
供
や

孫
た
ち
を
連
れ
て
参
加
す
る
人
も
あ

り
、
自
然
と
世
代
間
の
交
流
と
文
化

伝
承
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

連
合
保
存
会
全
体
と
し
て
も
石
岡
市

文
化
祭
で
発
表
会
を
行
う
な
ど
、
全

体
の
技
術
の
向
上
に
力
を
注
い
で
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
県
指
定
無
形
民
俗
文

化
財
の
保
持
団
体
と
し
て
、
県
内
だ

け
で
な
く
、
国
内
外
に
向
け
て
公
演

を
行
い
、
石
岡
ば
や
し
の
普
及
啓
発

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

岩
﨑
☎
２
２
・
２
０
２
９

文
芸
い
し
お
か

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
作
品
（
俳
句
・

短
歌
・
俚
謡
・
市
民
ず
い
ひ
つ
）
を
募
集

し
ま
す
。
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
送
付
先　

〒
３
１
５
─８
６
４
０

石
岡
市
石
岡
一
丁
目
１
番
地
１

石
岡
市
役
所
市
長
公
室
秘
書
広
聴
課
「
文

芸
い
し
お
か
コ
ー
ナ
ー
」
係
ま
で

▲昨年 11 月、茨城県郷土民俗
芸能の集いに出演し、県知事か
ら感謝状を受け取る

２３　広報いしおか３月１日号  №２２６



夏生まれで、お出かけが大
好きな元気いっぱいの女の
子です。これからもたくさ
ん笑顔を見せてね！

箕輪 夏
なつ み

海ちゃん（３か月）
  　　 　　　　　　　　
　　　　　　　　     府中５                  

　わが家のアイドル（未就学
児）を募集しています！お子
さんの成長の記念にいかがで
すか？
　掲載を希望する人は、秘書
広聴課にご連絡ください。市
のホームページ（広報いしお
か→わが家のアイドル申請用
紙）からも申込用紙をダウン
ロードできます。

■問い合わせ　秘書広聴課
☎ 23-1111（内線 213）
     http://www.city.ishioka.lg.jp/ＨＰ

　　　　　　　　　    　
　                            　　鹿の子２
甘えんぼうで、さびしがりです
が、家族みんなを和ませてくれ
る存在です。元気にすくすく成
長してください。

酒井 雄
ゆう ま

麿ちゃん（３か月）

わが家のアイドル

平成27年3月1日　編集／石岡市 秘書広聴課　☎23‐1111　内線213　〒315‐8640茨城県石岡市石岡一丁目1番地1

ホームページアドレスhttp://www.city.ishioka.lg.jp/　電子メールshichoushitsu@city.ishioka.lg.jp　メールマガジンをご利用ください。　
　　　 環境にやさしい大豆インキを使用しています。

〈表紙の写真〉
　２月３日、節分追

ついなさい

儺祭で賑わう常陸國總社宮で、石岡の地酒で乾杯推
進条例制定 1周年を記念し、一斉乾杯が行われました。
主催したのは、市内の酒造４社などで結成されている石岡の地酒で乾杯
推進協議会。
　集まった大勢の皆さんは、石岡の地酒で一斉乾杯を行い、会場を盛り
上げました。

なつみ

栄養成分（１人分）

材
料
（
４
人
分
）

エ
ビ
12
尾
・
シ
イ
タ
ケ
３
枚
・
ゆ
で

タ
ケ
ノ
コ
50ｇ
・
ニ
ン
ジ
ン
40ｇ
・

木
綿
豆
腐
３
０
０ｇ
・
片
栗
粉
小
さ

じ
２
・
ワ
カ
メ
（
乾
燥
）
３ｇ
・
枝

豆
（
正
味
）
30ｇ
・
だ
し
汁
１
５
０

ml
・
塩　

小
さ
じ
1/3
・
酒
小
さ
じ
１
・

片
栗
粉
小
さ
じ
１
・
水
小
さ
じ
１
・

小
松
菜
80ｇ
・
練
り
ワ
サ
ビ
小
さ
じ

１作
り
方　

①
エ
ビ
は
殻
と
背
わ
た
を
取
る
。
シ

イ
タ
ケ
は
石
づ
き
を
取
り
、
薄
切
り

に
、
タ
ケ
ノ
コ
は
細
切
り
に
す
る
。

ニ
ン
ジ
ン
は
飾
り
用
に
型
で
抜
き
、

残
り
は
千
切
り
に
す
る
。

②
豆
腐
を
軽
く
つ
ぶ
し
て
片
栗
粉
に

加
え
、
乾
燥
し
た
ま
ま
の
ワ
カ
メ
、

( エネルギー 128kcal、塩分 0.8g)

豆腐とえびの蒸しもの

　とろみのある食感で、胃にやさしく
　しみ込みます。

枝
豆
、
①
の
シ
イ
タ
ケ
、
タ
ケ
ノ

コ
、
千
切
り
し
た
ニ
ン
ジ
ン
を
加

え
て
混
ぜ
合
わ
せ
る
。

③
②
を
４
等
分
に
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
器
に
入
れ
る
。
エ
ビ
と
型
抜
き

し
た
ニ
ン
ジ
ン
を
上
に
飾
り
、
ふ

た
を
す
る
。
蒸
し
器
に
入
れ
、
強

火
で
５
分
、
弱
火
に
し
て
７
分
ほ

ど
蒸
す
。

④
小
鍋
に
だ
し
汁
を
沸
か
し
、塩
・

酒
を
加
え
て
味
を
調
え
る
。
水
溶

き
片
栗
粉
を
加
え
て
と
ろ
み
を
つ

け
る
。

⑤
小
松
菜
は
茹
で
て
３
㎝
の
長
さ

に
切
り
、
②
の
上
に
の
せ
て
③
の

あ
ん
を
か
け
る
。
練
り
わ
さ
び
を

天
盛
り
に
す
る
。

幸せは食事から
ヘルスメイトの
レシピ紹介
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